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25・2ý
年
౓
国
内
貨
物
輸
送
量
の
見
通
し

東
ト
ڠ
が
ट
都
高
パ
ϒ
コ
ϝ
に
意
見
ఏ
出

ಛ
ू

東
ト
ڠ
ॿ
成・༥
ࢿ
一
ཡ

ަ
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
総
理
大
臣
৆
受
৆

東
ト
ڠ
ʗ
大
型
ं
ं
ྠ
୤
མ
๷
ࢭ
研
修
会

２３６７
４
・
５

東
ト
ڠ
は
１
月
1ú
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
、
ࢧ
部
事
຿

局
な
ど
を
対
象
と
し
た
令
和

７
年
౓「
動
画
഑
信
に
よ
る

運
転
者
教
ҭ
」
実
施
要
ྖ
説

明
会（
̬
̴
̱
ซ
用
）を
開

催
し
、
運
転
者
教
ҭ
の
֓
要

や
ར
用
開
始
ま
で
の
手
ॱ
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

東
ト
ڠ
は
今
年
౓
、
̚
㏯

ラ
ー
ニ
ン
グ（
̚
Ｌ
）
ܗ
式

の
運
転
者
教
ҭ
の
ಋ
入
に
向

け
た
取
り
૊
み
を
進
め
て
い

る
が
、
ಋ
入
が
ଅ
進
さ
れ
て

い
な
い
ঢ়
況
に
あ
る
。
こ
れ

は
、
会
һ
事
業
者
の
ෛ
担
、

ॿ
成
金
੥
求
の
൥
ࡶ
さ
、
教

ҭ
シ
ス
テ
ム
の
ಋ
入
コ
ス
ト

な
ど
、
手
軽
に
ෛ
担
な
く
受

ߨ
で
き
る
؀
ڥ
に
な
い
こ
と

な
ど
が
՝
題
と
さ
れ
た
も

の
。こ

う
し
た
ঢ়
況
を
౿
ま

え
、
運
輸
安
全
ҕ
һ
会（
৿

本
উ
໵
ҕ
һ
長
）は
昨
年
末
、

̚
Ｌ
に
よ
る
運
転
者
教
ҭ
の

՝
題
と
今
後
の
取
り
૊
み
に

つ
い
て
、
会
һ
事
業
者
や
ࢧ

部
担
当
者
の
ෛ
担
軽
減
、
教

ҭ
を
ܧ
続
的
に
実
施
す
る
た

め
の
࢓
૊
み
な
ど
を
検
౼
。

東
ト
ڠ
は
、
１
月

1þ
日
付ứ
ಡ
ച
新
聞
Ừ

ே
）ץ
都
内
൛
・
多

ຎ
൛
）に
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
が
๊
え

る
ト
ラ
ッ
ク
・
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
の
実
৘

を
ૌ
え
る
と
と
も

に
、
新
た
な
人
材
֬

保
を
呼
び
か
け
る
３

ि
࿈
続
の
シ
リ
ー
ζ

全
面
޿
ࠂ
の
第
１

஄
を
ܝ
ࡌ
し
た（
写

真
）。同޿

ࠂ
は
、
会
һ

事
業
者
に
お
け
る
プ

ロ
ト
ラ
ッ
ク
・
ド
ラ

イ
バ
ー
の
࠾
用
ଅ
進

を
目
的
と
し
た
も
の

β
イ
ン
を
࠾
用
。あ
え
て「
運

転
手
」で
は
な
く「
ૢ
ॎ
࢜
」

と
表
現
す
る
こ
と
で
、
高
い

ઐ
門
性
を
持
つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
࢓
事
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。

昨
年
、
大
き
く
ใ
道
さ
れ

た
ถ
૽
動
の
എ
景
で
、
੓
府

備
஝
ถ
の
輸
送
を
担
っ
て
き

た
ト
ラ
ッ
ク
・
ド
ラ
イ
バ
ー

が
不
足
し
て
い
る
現
ঢ়
を
ૌ

え
、
ถ
の
໏
ฑ
や
価
格
に
違

い
が
あ
っ
て
も「
お
ถ
のứ
重

さ
Ừは
み
な
同
じ
で
す
。」と

の
コ
ϐ
ー
を
通
じ
て
、
ద
正

な
運
௞
・
料
金
の
収
受
が
ґ

然
と
し
て
厳
し
い
ঢ়
況
に
あ

る
こ
と
を
ࣔ
ࠦ
す
る
内
༰
と

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
第
２
回
の
޿
ࠂ
は

１
月
24
日
に
ܝ
ࡌ
、
第
３
回

は
ॱ
次
ܝ
ࡌ
予
定
。

そ
の
結
Ռ
、
会
һ
事
業
者
が

運
転
者
教
ҭ
を
֬
実
に
行
う

新
た
な
ࢧ
ԉ
ϝ
ニ
ュ
ー
の
一

つ
と
し
て
、
動
画
഑
信
に
よ

る
運
転
者
教
ҭ
を
ಋ
入
す
る

こ
と
と
し
た
。

動
画
഑
信
で
は
、
同
ҕ
һ

会
ਪ
঑
業
者
が
制
࡞
し
た
オ

東
ト
ڠ
運
輸
安
全
ҕ
һ
会

（
৿
本
উ
໵
ҕ
һ
長
）は
１

月
９
日
、
新
॓
۠
ਢ
լ
町
の

東
京
࢛
୩
総
௟
守
・
ਢ
լ
神

社
で
、
令
和
８
年
の
ަ
通
ࢮ

ই
事
ނ
減
少
を
祈
願
し
た
。

৿
本
ҕ
һ
長
を
は
じ
め
と
す

る
ҕ
һ
が
同
神
社
に

参
拝
し
、
ٶ
࢘
か
ら

リ
ジ
ナ
ル
教
ҭ
動

画
を
、
動
画
഑
信

α
ー
ビ
ス「
̫
̸

̼
̴
̾
」
を
使
用

し
て
഑
信
す
る
。

１
動
画
の
視
ௌ
時

間
は
、
約
10
分
を

૝
定
し
て
い
る
。

Ｐ
̘
に
加
え
ス
マ

ー
ト
フ
Ỽ
ン
で
も

視
ௌ
が
可
能
で
、

管
理
者
Ѽ
て
に
送

付
さ
れ
る
視
ௌ
用

Ｕ
̧
Ｌ
を
運
転
者

に
ڞ
有
す
る
こ
と

で
教
ҭ
を
実
施
す

る
࢓
૊
み
と
な
っ

て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
教
材
と
し
て

理
解
౓
֬
ೝ
シ
ー
ト
݉
教
ҭ

記
࿥
฽
の
Ｐ
̙
̛
が
ఏ
ڙ
さ

れ
、
運
転
者
に
印
࡮
・
഑
布

す
る
こ
と
で
理
解
౓
の
֬
ೝ

や
教
ҭ
記
࿥
と
し
て
׆
用
で

き
る
。
教
ҭ
記
࿥
฽
は
法
令

に
ج
ͮ
き
、３
年
間
の
保
存

国
౔
ަ
通
ল
は
、
す
べ
て

の
貨
物
自
動
ं
運
送
事
業

者
を
対
象
に
、「
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
の
ద
正
原
価
に
関

す
る
実
ଶ
調
査
」
を
実
施
し

て
お
り
、
回
౴
期
ݶ
は
２
月

20
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る

（
霊
ᐰ
ं
を

除
く
特
घ
ं

྆
は
同
2þ
日

ま
で
）。

本
調
査

は
、
貨
物
自

動
ं
運
送
事

業
法（
事
業

法
）の
改
正

会
һ
事
業
者

の
ަ
通
安
全

と
事
ނ
๷
ࢭ

に
つ
い
て
祈

౲
を
受
け
た

（
写
真
㊦
）。

続
い
て
、

東
ト
総
合
会

館
で
だ
る
ま

の
目
入
れ
式

を
ࣥ
り
行

い
、
事
業
用

貨
物
自
動
ं
が
関
༩
す
る
ަ

通
ࢮ
๢
事
ނ
件
数
の
減
少
お

よ
び
会
һ
が
第
一
当
事
者
と

な
る
ࢮ
๢
事
ނ
件
数
の
減
少

の
目
ඪ
ୡ
成
に
向
け
て
、
東

ト
ڠ
名
入
り
だ
る
ま
に
参
加

者
の
手
に
よ
っ
て
目
が
入
れ

ら
れ
た
。

৿
本
ҕ
һ
長
は
、「
事
業

用
貨
物
自
動
ं
が
関
༩
す
る

ަ
通
ࢮ
๢
事
ނ
件
数

は
昨
年
、
総
件
数
、

会
һ
関
༩
と
も
に
一

昨
年
の
増
加
傾
向
か

ら
減
少
に
転
じ
た
。

一
方
で
、
会
һ
事
業

者
が
関
༩
す
る
第
一

当
事
者
ࢮ
๢
事
ނ
件

数
は
、
残
念
な
が
ら

一
昨
年
比
２
件
増
と

な
っ
た
。
今
後
、
国

ަ
ল
か
らứ
事
業
用

の
झ
ࢫ
を
౿
ま
え
、
ద
正
原

価
の
設
定
に
当
た
っ
て
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
原
価
ߏ

造
の
実
ଶ
を
೺
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
事
業

法
第
ý0
৚
第
１
߲
お
よ
び
貨

物
自
動
ं
運
送
事
業
ใ
ࠂ
ن

ଇ
第
３
৚
に
ج
ͮ
く
ྟ
時
ใ

ࠂ
の
た
め
の
調
査
で
あ
り
、

ճ
౴
͸
ٛ
຿
と
な
っ
て
い

る
。全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
お

よ
び
東
ト
ڠ
は
、
ద
正
原
価

の
設
定
に
向
け
た
࡞
業
に

は
、
多
く
の
貨
物
自
動
ं
運

送
事
業
者
の
原
価
デ
ー
タ
の

ू
約
が
不
可
ܽ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、会
һ
事
業
者
に
対
し
、

調
査
へ
の
ڠ
力
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

回
౴
方
法
は
、
同
ল
が
設

置
し
た「
一
ൠ
貨
物
自
動
ं

運
送
事
業
ద
正
原
価
に
関
す

る
実
ଶ
調
査
」
か
ら
̬
̴
̱

α
イ
ト
上
で
行
う
方
法
と
、

̬
̴
̱
α
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
Τ
ク
セ
ル
フ
ァ

イ
ル
に
必
要
事
߲
を
入
力

し
、
ϝ
ー
ル
で
送
信
す
る
方

法
が
あ
る
。
現
在
、
事
業
者

に
は
ॱ
次
ア
ン
έ
ー
ト
調
査

ථ
お
よ
び
Ҋ
内
文
書
が
ൃ
送

さ
れ
て
い
る
。

調
査
内
༰
は
、
ܦ
営
・
財

自
動
ं
総
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
３
０
Ừ
の
目
ඪ
஋
が
設

定
・
ެ
表
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
本
年
は
さ
ら
な
る
事
ނ

減
少
、
と
り
わ
け
会
һ
関
༩

の
第
一
当
事
者
ࢮ
๢
事
ނ
の

࡟
減
を
重
఺
՝
題
と
し
て
祈

願
し
た
。昨
年
の
だ
る
ま
は
、

会
һ
関
༩
ࢮ
๢
事
ނ
減
少
の

大
願
成
就
を
受
け
、
昨
年
末

に
ڠ
会
本
部
で
目
入
れ
を
行

っ
た
」と
ड़
べ
た
。

東
ト
ڠ
で
は
、７
年
中
の

会
һ
事
業
者
関
༩
に
よ
る
ަ

通
ࢮ
๢
事
ނ
件
数
は
６
件

で
、
一
昨
年
か
ら
１
件
減
少

し
た
。
今
後
は
次
期
安
全
プ

ラ
ン
の
目
ඪ
ୡ
成
に
向
け
、

改
め
て
事
ނ
๷
ࢭ
対
ࡦ
の
ప

ఈ
が
求
め
ら
れ
る
。

が
必
要
と
な
る
。

今
年
౓
事
業
は
３
月
ú1
日

ま
で
の
実
施
と
な
る
が
、
来

年
౓
以
降
も
動
画
഑
信
を
ܧ

続
す
る
予
定
。
１
月
は「
事

業
用
自
動
ं
を
運
転
す
る
場

合
の
心
ߏ
え
」
を
഑
信
ࡁ
み

で
、
２
月
は「
事
業
用
自
動

ं
の
運
行
の
安
全
を
֬
保
す

る
た
め
に
९
守
す
べ
き
ج
本

的
事
߲
」、３
月
は「
事
業
用

自
動
ं
の
ߏ
造
上
の
特
性
」

と
、
ຖ
月
഑
信
を
行
う
。
１

年
間
を
通
じ
て
ຖ
月
動
画
を

視
ௌ
す
る
こ
と
で
、
法
定
12

߲
目
の
運
転
者
教
ҭ
を
ຬ
た

す
こ
と
と
な
る
。

動
画
഑
信
の
ར
用
は
、
東

ト
ڠ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
動

画
഑
信
に
よ
る
運
転
者
教

ҭ
」
バ
ナ
ー
か
ら
ઐ
用
フ
Ỽ

ー
ム
に
必
要
事
߲
を
入
力
す

る
こ
と
で
、
ਃ
し
込
み
が
完

ྃ
す
る
。
入
力
に
必
要
な
会

һ
൪
号
は
、
各
ࢧ
部
事
຿
局

に
֬
ೝ
す
る
必
要
が
あ
る
。

຿
ঢ়
況（
ച
上
高
、
営
業
ར

益
な
ど
）、
取
引
ঢ়
況
の
実

ଶ（
付
帯
࡞
業
、
待
機
時
間

な
ど
）、各
ं
྆
の
実
ଶ（
ं

྆
の
ܗ
ঢ়
、運
行
実
ଶ
な
ど
）

に
つ
い
て
の
߲
目
を
ؚ
む
。

̬
̴
̱
α
イ
ト
で
は
、
調

査
に
関
す
る
̦
ˍ
̖
を
ܝ
ࡌ

し
て
お
り
、
解
説
動
画
の
ެ

開
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

調
査
に
関
す
る
໰
い
合
わ

せ
先
ử「
ద
正
原
価
調
査
コ

ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
」（
ὸ
０

５
０
・
３
６
４
２
・
４
５
０

７
、̛
̖
Ｘ
0ú
・
６
２
７
３
・

０
４
８
５
、
ϝ
ー
ルBTL!

N
MJU�TJUF

）

で
、
޿
ࠂ
に
ڵ
味
を
持
っ
た

求
৬
者
が
、
紙
面
に
ܝ
ࡌ
さ

れ
た
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
東

ト
ڠ
会
һ
事
業
者
の
求
人
৘

ใ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
࢓
૊

み
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
回
の
޿
ࠂ
は「
ト
ラ

ッ
ク
ૢ
ॎ
࢜
を
ٸ
ื
し
ま

す
。」
を
ϝ
イ
ン
キ
ャ
ッ
チ

コ
ϐ
ー
に
、
ト
レ
ー
ラ
の
荷

台
に
お
に
͗
り
を
ࡌ
せ
た
デ

「
ಈ
ը
഑
৴
ʹ
Α
Δ
ӡ
స
者
ڭ
ҭ
」ε
λ
ồ
τ

東
ト
協

͞
Β
ͳ
る
໨
ඪ
ୡ
੒
へ
ͩ
る
·
を
։
؟

ಡച৽ฉʹશ໘ࠂ޿

අ
用
ෛ
୲
ͳ
し
Ͱ
ಈ
ը
ڭ
ҭ

ར
用
ଅ
ਐ
へ
આ
໌
ձ
を
։
࠵

৽೥ަ௨҆શئف

౦ト協 運輸安全委員会

τラοΫɾυラΠόʔෆ଍ղফ΁౦ト協

東
ژ
౎
ト
ϥ
ッ
ク
協
会（
ਫ
໺
ޭ
会
௕
）

は
１
݄
８
೔
͔
Β
、運
転
者
ڭ
ҭ
の
一
環

と
し
て
、ủ
動
ը
഑
৴
に
よ
る
運
転
者
ڭ

ҭ
Ứを
開
࢝
し
た
。

ủ
՟
෺
ࣗ
動
ं
運
ૹ
事
業
者
が
事
業
༻

ࣗ
動
ं
の
運
転
者
に
ର
し
て
行
う
ࢦ
導
ٴ

び
؂
ಜ
の
ࢦ
਑
Ứに
ج
ͮ
͘
๏
ఆ
12
߲
໨

の
運
転
者
ڭ
ҭ
に
ͭ
い
て
、഑
৴
さ
Ε
る

Φ
Ϧ
δ
φ
ϧ
の
ڭ
ҭ
動
ը
を
ࢹ
ௌ
す
る
こ

と
で
実
施
す
る
も
の
。
運
転
者
ڭ
ҭ
を
௨

͡
て
事
業
༻
ト
ϥ
ッ
ク
の
҆
શ
֬
อ
を
図

る
と
と
も
に
、運
転
者
の
ར
ศ
ੑ
向
上
や

؅
ཧ
者
の
ෛ
୲
ܰ
ݮ
な
ど
、会
員
サ
ー
ビ

ス
の
ॆ
実
を
໨
త
と
し
て
実
施
す
る
。

ର
৅
は
、౎
಺
の
Ӧ
業
ॴ
に
ॴ
ଐ
す
る

運
転
者
と
し
、会
員
事
業
者
の
අ
༻
ෛ
୲

は
ൃ
ੜ
し
な
い
。

国
交
省

దਖ਼ݪՁにؔ͢Δ
࣮ଶௐࠪ�ʢٛ຿ʣ ద

正
ݪ
Ձ
ઃ
ఆ
の
σ
ー
タ
ू
໿
の
ͨ
Ί
ڠ
ྗ
を
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ެ
取
ҕ
と
中
企
ி
は
下
੥

取
引
の
ద
正
化
に
向
け
て
、

法
改
正
を
ؚ
め
て
各
छ
施
ࡦ

を
展
開
し
、
と
り
わ
け
コ
ス

ト
増
分
の
価
格
転
嫁
に
取
り

૊
ん
で
き
た
。
そ
の
一
؀
と

し
て
、
運
送
事
業
者
間
の
取

引
に
関
し
て
ू
中
調
査
を
実

施
し
た
も
の
。

調
査
結
Ռ
を
౿
ま
え
、
下

੥
法
の
違
൓
事
Ҋ
と
し
て
２

件（
ແ
ঈ
の
役
຿
ఏ
ڙ
や
代

金
減
ֹ
）の
ק
ࠂ
、
違
൓
す

る
行
ҝ
や
違
൓
の
お
そ
れ
が

あ
る
行
ҝ
と
し
て
５
３
０
件

の
指
ಋ
を
行
っ
た
。

そ
の
ओ
な
内
༰
は
、
ൃ
注

書
面
の
不
ަ
付
や
、
運
送
以

外
の
積
み
下
ろ
し
な
ど
の
役

຿
に
関
す
る
記
ࡌ
不
備（
役

຿
内
༰
を
具
体
的
に
記
ࡌ
し

て
い
な
い
な
ど
）、
ま
た
ې

行
ҝ
は
、
同
法
違
൓
に
໰
わ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

ެ
取
ҕ
は
近
年
、
下
੥
取

引
の
ద
正
化
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
強
い
姿

勢
で
調
査
・
指
ಋ
を
行
っ
て

き
た
が
、
取
ద
法
施
行
を
ܖ

機
に
、
さ
ら
に
国
౔
ަ
通
ল

な
ど
関
܎
ল
ி
と
の
࿈
ܞ
を

強
め
、
関
܎
ن
制
の
ࣥ
行
強

化
を
ਤ
る
方
਑
。

取
ద
法
が
そ
の
ૂ
い
通
り

に
機
能
し
、
運
送
取
引
の
ద

正
化
の
上
で
も
ޮ
力
を
ൃ
ش

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

が
、
そ
れ
は
取
引
৚
件
の
ܾ

定
権
ݶ
を
持
つ
ൃ
注
元
の
荷

ओ
、
そ
の
ґ
པ
で
運
送
ҕ
ୗ

す
る
元
੥
が
ै
来
の
ೝ
識
を

改
め
、
改
善
に
動
く
か
に
か

か
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、

下
੥
の
受
ୗ
事
業
者
も
強
い

ܾ
意
で
改
善
要
੥
に
౿
み
出

す
必
要
が
あ
る
。

（
ϥ
Π
λ
ồ
ɾ
ࢁ
্
ୡ
ࡾ
）

ࢭ
行
ҝ
の「
不
当
な
ܦ
ࡁ
上

の
ར
益
の
ఏ
ڙ
要
੥
」
事
Ҋ

と
し
て
、
運
送
以
外
の
役
຿

や
荷
待
ち
を
ແ
ঈ
で
行
わ
せ

て
い
た
こ
と
な
ど
だ
。

さ
ら
に
、
໰
題
視
さ
れ
る

の
は
同
じ
く
ې
ࢭ
行
ҝ
の

「
ങ
い
た
た
き
」
事
Ҋ
だ
。

近
年
、
人
件
費
増
や
物
価
高

な
ど
が
続
き
、
運
送
コ
ス
ト

が
上
ঢ
し
て
い
る
が
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
੥
の

受
ୗ
事
業
者
と
ڠ
議
を
行
う

こ
と
な
く
運
௞
を
ਾ
え
置
い

て
い
た
事
Ҋ
や
、
運
送
以
外

の
役
຿
の
料
金
を
一
方
的
に

ܾ
定
あ
る
い
は
ແ
ঈ
で
行
わ

せ
、
本
来
ࢧ
෷
う
べ
き
料
金

を
ෛ
担
し
て
い
な
い
事
Ҋ
な

ど
が
֬
ೝ
さ
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
受
ୗ
事
業
者
か
ら

要
੥
が
あ
っ
た
場
合
、
ڠ
議

れ
、改
善
を
指
ಋ
し
た
。

こ
う
し
た
一
方
的
な
運
௞

ܾ
定
な
ど
の
事
Ҋ
に
対
し
て

は
、
受
ୗ
事
業
者
と
ڠ
議
を

行
う
場
を
設
け
る
こ
と
や
、

価
格
ܾ
定
に
際
し
て
は
最
近

の
࿑
຿
費
な
ど
の
コ
ス
ト
上

ঢ
を
考
ྀ
し
、
े
分
な
ڠ
議

を
行
っ
た
上
で
ܾ
め
る
こ
と

な
ど
を
求
め
た
。

か
ね
て
໰
題
視
さ
れ
て
き

た
こ
と
だ
が
、
な
か
な
か
改

善
し
な
い
എ
景
に
は
、
取
引

上
の
力
関
܎
や
取
引
の
ଧ
ち

੾
り
・
ॖ
小
な
ど
の
ݒ
念
か

ら
、
৚
件
の
見
直
し
や
஋
上

げ
を
求
め
に
く
い
ঢ়
況
が
あ

る
。
そ
れ
が
コ
ス
ト
増
分
の

転
嫁
が
進
ま
な
い
要
Ҽ
に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
実
ଶ
を
౿
ま

え
、
ެ
取
ҕ
で
は
価
格
ܾ
定

に
際
し
て
ڠ
議
を
行
う
よ
う

ܒ
ൃ
・
指
ಋ
し
て
き
た
が
、

新
た
に
施
行
し
た
取
ద
法
で

は
さ
ら
に
౿
み
込
み
、
ې
ࢭ

行
ҝ
に「
ڠ
議
に
Ԡ
じ
な
い

一
方
的
な
代
金
ܾ
定
」
を
追

加
し
た
。
今
後
、
同
様
な
事

Ҋ
は
、
取
ద
法
上
の
໰
題
に

な
り
得
る
こ
と
に
ཹ
意
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
た
。

さ
ら
に
、
運
送
以
外
の
役

຿
の
ఏ
ڙ
に
関
し
て
は
、
そ

の
対
価
が
運
௞
に
ؚ
ま
れ
る

と
の
ೝ
識
で
、
ແ
ঈ
で
行
わ

せ
る
と
い
う
঎
׳
श
が
少
な

か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
が
、

こ
れ
を
改
め
、
役
຿
内
༰
を

ൃ
注
書
面
に
明
記
し
、
ڠ
議

の
上
、
ద
੾
な
対
価
を
ࢧ
෷

う
よ
う
求
め
た
。

加
え
て
、
取
ద
法
で
は
ൃ

荷
ओ
か
ら
の
運
送
ҕ
ୗ
も
ద

用
対
象
と
し
、
機
動
的
に
指

ಋ
・
ק
ࠂ
を
行
う
。
ൃ
荷
ओ

が
ڠ
議
せ
ず
一
方
的
に
運
௞

を
ܾ
定
ま
た
は
ਾ
え
置
く
こ

と
や
、
運
送
以
外
の
役
຿
を

ແ
ঈ
ఏ
ڙ
さ
せ
る
と
い
っ
た

し
て
運
௞
を
引
き
上
げ
て
い

た
が
、
要
੥
が
な
い
場
合
に

は
運
௞
を
ਾ
え
置
き
、
ڠ
議

を
行
う
場
を
設
け
て
い
な
か

っ
た
事
Ҋ
な
ど
も
֬
ೝ
さ

ӡ
ૹ
事
ۀ
者
ؒ
の
औ
Ҿ
࣮
ଶ

協議せず運賃据え置きで指導

問われる荷主・元請の改善対応

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
・

日
本
貨
物
運
送
ڠ
同
૊
合
࿈

合
会
の
求
荷
求
ं
৘
ใ
ネ
ッ

ト
ϫ
ー
ク
̬
̴
̱
̠
̞
̩
の

成
約
運
௞
指
数
に
よ
る
と
、

令
和
７
年
12
月
の
指
数
は

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

は
、
東
京
都
総
຿
局
౷
計
部

࢈
業
౷
計
՝
か
ら
の
調
査
の

周
知・ڠ
力
要
੥
を
౿
ま
え
、

会
һ
事
業
者
に
対
し
回
౴
へ

の
ڠ
力
を
呼

び
か
け
て
い

る
。本

調
査
は

５
年
ご
と

に
、
全
࢈
業

分
野
の
事
業

内
༰
や
ച

１
４
６
で
、
前
月
よ
り

５
⻲
上
ঢ
し
た
が
、
前

年
同
月
を
１
⻲
下
回
っ

た
。
２
か
月
ぶ
り
に
前

年
同
月
を
下
回
っ
た
が
、
ґ

然
と
し
て
高
い
水
४
を
ҡ
持

し
て
い
る
。

荷
物
৘
ใ（
求
ं
）
ొ
࿥

件
数
は
1Ā
万
１
３
３
８
件

で
、
前
年
同
月
比
８
・
１
％

減
少
。
成
約
཰
は
12
・
２
％

で
同
１
・
１
⻲
増
加
し
た
。

総
຿
ল
と
ܦ

ࡁ
࢈
業
ল
は
、

６
月
１
日
を
期

日
と
し
て「
ܦ

ࡁ
セ
ン
α
ス
Ổ

׆
動
調
査
」
を

実
施
す
る
。
全

国
の
事
業
所
・

企
業
・
ஂ
体
を

対
象
に
行
う
国

の
ج
װ
౷
計
調

査
で
、
調
査
に
回
౴
す
る
ٛ

຿（
ใ
ࠂ
ٛ
຿
）が
あ
る
。

上
・
費
用
、
設
備
౤
ࢿ
な
ど

を
೺
握
し
、
日
本
の
ܦ
ࡁ
ߏ

造
の
実
ଶ
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
。

結
Ռ
は
、
国
や
地
方
ެ
ڞ
ஂ

体
に
お
け
る
行
੓
施
ࡦ
の
立

Ҋ
や
、
民
間
企
業
に
お
け
る

ܦ
営
計
画
の
ࡦ
定
な
ど
、
社

会
ܦ
ࡁ
の
ൃ
展
を
ࢧ
え
る
ج

ૅ
ࢿ
料
と
し
て
幅
޿
く
׆
用

さ
れ
る
。

調
査
һ
調
査
は
４
月
ࠒ
、

国
の
ҕ
ୗ
を
受
け
た
民
間
調

Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所
が
１
月

15
日
に
ެ
表
し
た「
２
０
２

５
・
２
０
２
６
年
౓
の
ܦ
ࡁ

と
貨
物
輸
送
の
見
通
し
」
に

よ
る
と
、
２
０
２

５
年
౓
の
国
内
貨

物
総
輸
送
量（
会

計
年
౓
）は
、
建

設
関
࿈
貨
物
の
大

幅
な
減
少
が
Ө
ڹ

し
、
通
年
で
前
年

౓
比
２
・
２
％
減

と
、
４
年
࿈
続
の

マ
イ
ナ
ス
に
な
る

と
予
測
し
た
。

２
０
２
６
年
౓

は
、
ݎ
調
な
ফ
費

関
࿈
貨
物
に
加
え
、
生
࢈
関

࿈
貨
物
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る

一
方
、
建
設
関
࿈
貨
物
が
引

き
続
き
下
押
し
要
Ҽ
と
な
る

も
の
の
、
通
年
で
は
５
年
ぶ

り
に
０
・
１
％
増
と
、
わ
ず

か
な
が
ら
改
善
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

国
内
貨
物
輸
送
量
お
よ
び

自
動
ं
輸
送
量
の
見
通
し

は
、ද
の
通
り
。

඼
ྨ
別
に
み
る
と
、
ফ
費

関
࿈
貨
物
は
今
年
౓
上
期
の

０
・
１
％
減
か
ら
下
期
に

は
１
・
３
％
増
に
転
じ
、
通

年
で
は
０
・
６
％
増
と
、３

年
࿈
続
の
増
加
を
見
込
む
。

来
年
౓
も
１
・
８

％
増
と
、
今
年
౓

を
上
回
る
৳
び
が

続
く
見
通
し
だ
。

ま
た
、
生
࢈
関
࿈

貨
物
は
今
年
౓
が

３
・
２
％
減
と
な

る
も
の
の
、
来
年

౓
は
１
・
４
％
増

と
プ
ラ
ス
に
転

じ
、
大
幅
な
改
善

を
予
測
し
て
い
る
。

一
方
、
建
設
関

࿈
貨
物
は
今
年
౓
が
２
・
８

％
減
、
来
年
౓
も
１
・
９
％

減
と
、
減
少
幅
は
ॖ
小
す
る

も
の
の
、
௿
໎
が
続
く
見
通

し
。輸

送
機
関
別
に
み
る
と
、

自
動
ं
輸
送
量
は
自
家
用
自

動
ं
の
減
少
に
よ
り
、
今
年

౓
は
２
・
２
％
減
、
来
年
౓

は
０
・
０
％
と
ԣ
ば
い
水
४

ま
で
回
復
し
、
改
善
す
る
見

通
し
だ
。

こ
の
う
ち
、
営
業
用
自
動

ं
は
ফ
費
関
࿈
貨
物
に
ࢧ
え

ら
れ
、
今
年
౓
は
１
・
３
％

減
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、

下
期
に
プ
ラ
ス
へ
転
じ
る
こ

と
で
、
来
年
౓
は
引
き
続
き

増
加
ج
調
と
な
り
、０
・
７

％
増
と
５
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス

を
見
込
ん
で
い
る
。

自
家
用
自
動
ं
は
、
建
設

関
࿈
貨
物
の
減
少
が
下
押
し

要
Ҽ
と
な
り
、今
年
౓
が
４・

０
％
減
、
来
年
౓
も
１
・
３

査
会
社
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
౴
用
の
書
ྨ
を
༣
送

す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
未

回
౴
ま
た
は
新
た
に
೺
握
し

た
事
業
所
に
は
、
調
査
һ
が

紙
の
調
査
ථ
を
഑
布
し
、
回

収
す
る
。

直
׋
調
査
は
５
月
ࠒ
、
イ

国
౔
ަ
通
ল
は
１
月
15

日
、
昨
年
８
月
に
施
行
さ
れ

た
改
正
物
流
ޮ
཰
化
法
の

੓
ল
令

を
౿
ま

え
、
特

定
貨
物

自
動
ं
運
送
事
業
者
౳
向
け

に
、
同
法
の
今
年
４
月
施
行

予
定
の
ن
定
に
関
し
て
対
Ԡ

％
減
と
、
引
き
続
き
௿
調
に

ਪ
移
す
る
見
通
し
だ
。

な
お
、
今
回
の
貨
物
輸
送

見
通
し
は
、
今
年
౓
の
実
࣭

ܦ
ࡁ
成
長
཰
を
０・７
％
増
、

来
年
౓
を
１
・
２
％
増
と
、

景
気
の
緩
や
か
な
回
復
が
続

く
こ
と
を
前
ఏ
に
ࢉ
定
し
て

い
る
。

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
౴
用
の
書

ྨ
が
༣
送
さ
れ
る
。

な
お
、
国
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
回
౴
を
ਪ
঑
し

て
い
る
。

ৄ
細
は
、「
ܦ
ࡁ
セ
ン
α

ス
Ổ
׆
動
調
査
」
の
̬
̴
̱

α
イ
ト
を
参
照
。

す
べ
き
事
߲
な
ど
を
解
説
し

た「
物
流
ޮ
཰
化
法
へ
の
対

Ԡ
の
手
引
き
」
を
࡞
成
・
ެ

表
し
た
。

手
引
き

に
つ
い
て

は
、
国
ަ

ল「ứ
物
流
ޮ
཰
化
法
Ừ理
解

ଅ
進
ポ
ー
タ
ル
α
イ
ト
」
の

関
܎
法
令
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（年度ܭձ）௨しݟ಺՟෺༌ૹྔのࠃ ୯Ґɿඦສトϯ、（　）内はલ年ಉ期ൺ（ˋ）

年度・期
機関

2025年度 2026年度
上期 下期 合計 上期 下期 合計

総輸送量 1,970.0
（△ 3.5）

2,009.0
（△ 0.8）

3,979.0
（△ 2.2）

1,977.3
（　 0.4）

2,006.5
（△ 0.1） 

3,983.8
（　 0.1）

自 動 車 1,805.6
（△ 3.6）

1,838.0
（△ 0.8）

3,643.6
（△ 2.2）

1,811.4
（　 0.3）

1,833.6
（△ 0.2）

3,645.0
（　 0.0）

営業用 1,230.7
（△ 3.0）

1,246.2
（　 0.5）

2,476.9
（△ 1.3）

1,242.4
（　 0.9）

1,251.3
（　 0.4）

2,493.7
（　 0.7）

自家用 574.8
（△ 4.7）

591.8
（△ 3.3）

1,166.6
（△ 4.0）

569.0
（△ 1.0）

582.3
（△ 1.6）

1,151.3
（△ 1.3）

成
約
運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
̠
̞
̩

12
月
は
１
４
６
に

前
年
比
１
㌽
減
少

全 ト 協
೔՟協࿈

４
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
も
改
善

ݐ
ઃ
ؔ
࿈
՟
෺
௿
໎
の
Ө
ڹ

Ӧ
業
用
ࣗ
ಈ
ं
͸
൓
స

̑
೥
Ϳ
Γ
の
ϓ
ラ
ε
へ

શ事ۀॴɾۀاର৅ʹ
ௐࠪ΁のݺྗڠͼ͔͚

૯
຿
省

ܦ
࢈
省

ܦ
ࡁ
η
ϯ
α
ε
Ổ
׆
ಈ
ௐ
ࠪ

̣ ̭ ૯ ݚ
̎̌ ̎̑ ɾ̎ ̒೥౓ ௨͠ݟ಺՟෺༌ૹࠃ

ର
Ԡ
の
ख
Ҿ
͖
を
ެ
ද

国
交
省

物
流
効
率
化
法
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ळ
༿

ਖ਼
೭
）ࢯ
ळ
༿
運

送
代
表
取
క
役
会
長
・
ਂ
川

ࢧ
部
）１
月
８
日
、
ࢮ
ڈ
。

ڗ
年
ÿ5
ࡀ
。
通
໷
は
１
月
1þ

日
、
ࠂ
別
式
は
ཌ
1ÿ
日
、
江

戸
川
۠
東
ᷤ
੢
の
平
安
ࡇ
典

ᷤ
੢
会
館
で
ࣥ
り
行
っ
た
。

૕
ओ
は
長
உ
ݑ、
඙
ࢯ
。

̑
೔

࢓
事
始
め

̓
೔

行
੓
ி
年
始
ѫ
ࡰ
回

り
▽
新
य़
ަ
通
安
全
祈
願

̕
೔

運
輸
安
全
ҕ
һ
会
に

お
け
る
ަ
通
ࢮ
ই
事
ނ
減

少
祈
願

øú
೔

動
画
഑
信
に
よ
る
運

転
者
教
ҭ
実
施
要
ྖ
説
明

会
øû
೔

物
流
ܦ
営
࢜
՝
ఔ

øü
೔

海
上
コ
ン
テ
ナ
ઐ
門

部
会
業
຿
ҕ
һ
会

̍
೔
 

14
時
ử
ࣇ
ಐ
絵
画

࡞
඼
コ
ン
テ
ス
ト
表
জ
式

（
東
ト
総
合
会
館
）

̏
೔
 

14
時
ử
食
ྐ
ઐ
門

部
会
࠭
౶
ҕ
һ
会
ʗ
ഴ
・

ค
ҕ
һ
会
ʗ
ถ
ࠄ
ҕ
һ
会

と
関
東
運
輸
局
貨
物
՝
ト

ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
ϝ
ン
と

の
意
見
ަ
׵
会（
東
ト
総

合
会
館
）
˝
1ý
時
ử
ࡾ
૊

織
合
同
セ
ミ
ナ
ー（
明
治

記
念
館
）
˝
1þ
時
45
分
ử

同
新
年
会（
同
）

̐
೔
 

1ú
時
ú0
分
ử
物
流

ܦ
営
࢜
՝
ఔ（
東
ト
総
合

会
館
）

̑
೔
 

1ú
時
ú0
分
ử
࿑
຿

ߨ
श
会（
東
ト
総
合
会
館

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
ʗ
～
６

日
）

̒
೔
 

1ý
時
ử
ロ
ジ
研
正

෭
本
部
長
会
議
・
װ
事
会

合
同
会
議（
東
ト
総
合
会

館
）
˝
1þ
時
ử
同
セ
ミ
ナ

ừ
̍
݄
�
Ỗ
��
೔
Ử

ừ
̎
݄
�
Ỗ
��
೔
Ử

ừ
த
ԝ
ࢧ
෦
Ử

◆
ク
ロ
コ
物
流
有
ݶ
会
社

ử
調
布
ࢢ
ਂ
大
寺
元
町
４
の

ú1
の
25
▽
ὸ
０
４
２
・
４
８

８
・
７
９
５
７
▽
軽
ं
྆
౳

運
送（
42
台
）、ར
用
運
送

౦
τ
ڠ
ࣄ
຿
ہ
ਓ
ࣄ

（
１
月
1ú
日
）

再
ޏ
用
৤
ୗ
ử
ద
正
化
事

業
部
ద
正
化
事
業
グ
ル
ー
プ

܎
һ
ࡾ、
島
Ղ
寛

ー（
同
）

̓
೔
​

８
時
50
分
ử
運
行

管
理
者
試
験
事
前
ߨ
श
会

（
東
ト
総
合
会
館
）

ø÷
೔
 

14
時
ử
東
京
都
ަ

付
金
事
業
実
施
計
画
Ҋ
検

౼
ҕ
һ
会（
東
ト
総
合
会

館
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）
˝
15

時
ử
正
෭
会
長
会（
同
）

øù
೔
 

14
時
ử
ܦ
営
教
ҭ

ҕ
һ
会（
東
ト
総
合
会
館

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

øû
೔
​

８
時
ú0
分
ử
本
部

ू
ஂ
݈
਍（
東
ト
総
合
会

館
ʗ
～
15
日
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

೩
ྉ
څ
༉
͸
౦
ژ
౎
಺
Ͱ

ܰ
༉
Ҿ
औ
੫
͸
஍
ํ
੫
Ͱ
͢

ˑελϯυ ฏۉ ��12��2ԁ
ˑロʔϦʔ ฏۉ ��11���ԁ
ˑݩചΓൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ ��12���ԁ
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ ��12���ԁ

��
月
分

令
和
７
年

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
は
１
月
1ú

日
、
ट
都
高
速
道

࿏
お
よ
び
日
本
高

速
道
࿏
保
有
・
࠴

຿
ฦ
ࡁ
機
ߏ
が

実
施
し
た「
ट
都

高
速
道
࿏
の
料
金

改
定
Ҋ
」
に
対
す

る
パ
ϒ
リ
ッ
ク
コ

ϝ
ン
ト
を
ఏ
出

し
た
。
パ
ϒ
コ
ϝ

の
ఏ
出
に
当
た
っ

て
、
物
流
੓
ࡦ
ҕ

һ
会
の
ࡾ
ଜ
偉
一

࿠
ҕ
һ
長
を
中
心

と
し
て
意
見
Ҋ
を

検
౼
し
た
。

パ
ϒ
コ
ϝ
で

は
、
年
末
年
始
の

ൟ
๩
期
に
意
見
ื
ू
が
行
わ

れ
た
఺
に
つ
い
て
໰
題
視
。

「
プ
レ
ス
ൃ
表
か
ら
意
見
ื

ू
、
క
め
੾
り
ま
で
の
期
間

が
ۃ
め
て
୹
く
、
さ
ら
に
正

月
ٳ
Ջ
を
ڬ
む
日
ఔ
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
ྀ
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
そ
の
後
も
う
一
ि

間
延
長
し
た
。
延
長
し
た
と

は
い
え
、
ར
用
者
の
意
見
を

े
分
聞
い
た
ス
έ
ジ
ュ
ー
ル

設
定
と
は
ݴ
い
が
た
い
」
と

し
て
、
े
分
な
説
明
や
഑
ྀ

が
な
さ
れ
て
い
な
い
఺
を
指

ఠ
し
た
。

料
金
引
き
上
げ
を
൐
う
改

定
Ҋ
に
つ
い
て
は
、「
高
速

料
金
は
本
来
、
立
ସ
金
と
し

て
実
費
を
荷
ओ
に
੥
求
で
き

る
も
の
だ
が
、
現
ঢ়
で
は
自

社
ෛ
担
を
求
め
ら
れ
る
έ
ー

ス
が
多
い
。
加
え
て
、
ौ
଺

ൃ
生
時
に
は
帰
庫
時
間
の
延

長
に
よ
る
コ
ス
ト
増
も
生
じ

て
い
る
」と
し
、「
こ
れ
ら
の

ෛ
担
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

東
ト
ڠ
文
京
ࢧ
部（
੕
野

ণ
߁
ࢧ
部
長
）と
豊
島
ࢧ
部

（
়
ו
ږ
ࢧ
部
長
）は
１
月

1ý
日
、
豊
島
۠
運
送
事
業
ڠ

同
૊
合
と
の
ڞ
催
に
よ
り
、

豊
島
۠
の
ホ
テ
ル
ϝ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
で「
合
同
新
年
ަ
׻

会
」
を
開
催
し
た
。
第
２
期

Ｐ
（̗
文
京
・
豊
島
・
๺
・

板
橋
・
࿅
馬
の
各
ࢧ
部
）の

中
で
、
྆
ࢧ
部
合
同
に
よ
る

開
催
は
初
め
て
。

開
会
に
あ
た
り
、
়
ו
豊

島
ࢧ
部
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
Ｐ
̗
で
は
昨
年
10
月
に
改

正
物
流
二
法
の
研
修
会
を

合
同
で
開
催
し
、
今
年
７
月

に
も
ษ
強
会
を
予
定
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
２
月
に
文

京
ࢧ
部
で
実
施
す
る
運
転
者

ߨ
श
に
豊
島
ࢧ
部
か
ら
も
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
ଞ
ࢧ
部
の
ڠ
力
を
得
な

が
ら
、
会
һ
事
業
者
の
ར
益

東
ト
ڠ
ौ
୩
ࢧ
部（
田
中

秀
थ
ࢧ
部
長
）・
世
田
୩
ࢧ

部（
छ
ࢠ
田
清
ࢤ
ࢧ
部
長
）・

目
ࠇ
ࢧ
部（
౔
屋
秀
明
ࢧ
部

長
）は
１
月
15
日
、
ौ
୩
۠

の
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ϫ
ー
東
ٸ

ホ
テ
ル
で
、
令
和
８
年「
ࡾ

ࢧ
部
合
同
新
年
լ
ࢺ
ަ
׻

会
」を
開
催
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
छ
ࢠ
田

世
田
୩
ࢧ
部
長
が
あ
い
さ
つ

し
、「
ࢧ
部
は
、ϒ
ロ
ッ
ク
と

し
て
、
ϋ
ロ
ー
ϫ
ー
ク
で
の

会
社
説
明
会
、
̚
㏯ラ
ー
ニ

ン
グ
、
各
छ
ߨ
श
会
、
݈
߁

਍
断
な
ど
を
合
同
で
実
施
し

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
場
を
新

た
な
人
຺
ܗ
成
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
生
か
し

て
ほ
し
い
」と
ड़
べ
た
。

式
典
で
は
、
国
౔
ަ
通
大

臣
表
জ
を
受
৆
し
た
౔
屋
秀

明
）ࢯ
自
由
ἃ
ٰ
運
送
・
目

ࠇ
ࢧ
部
長
）と
ࠇ
ᖒ
ప
໵
ࢯ

（
加
納
屋
運
送
・
世
田
୩
෭

ࢧ
部
長
）に
Ֆ
ଋ
が
ଃ
ら
れ
、

そ
の
ӫ
誉
を
た
た
え
た
。

田
中
ࢧ
部
長
は「
ࢧ
部
の

֞
根
を
越
え
、
ϒ
ロ
ッ
ク
と

し
て
の
事
業
は
ॱ
調
に
進
ん

に
つ
な
が
る
ࢧ
部
׆
動
を
進

め
て
い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
豊
島
۠
運
送
事

業
ڠ
同
૊
合
の
౻
田
豊
ত
理

事
の
ൃ
੠
で
ס
ഋ
し
、
׻
ஊ

に
移
っ
た
。

来
ෂ
と
し
て
、
内
ֳ
府
෭

大
臣
の
ླ
木
൏
人
ऺ
議
院
議

һ
、
都
議
会
議
長
の
増
ࢠ
ത

थ
都
議
会
議
һ
、
高
際
み
ゆ

き
豊
島
۠
長
、
成
ᖒ
ኍ
修
文

京
۠
長
、
東
ト
ڠ
の
٠
池
正

ߒ
෭
会
長
、
東
陸
事
業
ڠ
同

૊
合
の
ࢤ
ଜ
正
೭
理
事
長
ら

が
出
੮
し
た
。

最
後
に
、
੕
野
文
京
ࢧ
部

長
が
ด
会
の
あ
い
さ
つ
を
ड़

べ
、
྆
ࢧ
部
の
࿈
ܞ
に
よ
る

ࢧ
部
׆
動
ਪ
進
へ
の
ڠ
力
を

呼
び
か
け
た
。

で
い
る
。
今
年
も
各
ࢧ
部
の

օ
様
と
と
も
に
༂
進
の
年
と

し
て
い
き
た
い
」
と
ड़
べ
、

ס
ഋ
の
ൃ
੠
後
、
׻
ஊ
に
移

っ
た
。

来
ෂ
と
し
て
、
長
୩
部
݈

ौ
୩
۠
長
、
青
木
ӳ
二
目
ࠇ

۠
長
、
中
ଜ
఩
໵
世
田
୩
෭

۠
長
、
小
দ
大
༞
東
京
都
議

会
議
һ
、
東
ト
ڠ
の
ࡾ
ଜ
偉

一
࿠
෭
会
長
ら
が
出
੮
し
、

ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

ด
会
に
あ
た
り
、
౔
屋
目

ࠇ
ࢧ
部
長
が「
ࢲ
た
ち
事
業

者
に
は
、
法
令
の
厳
格
化
へ

の
対
Ԡ
や
事
ނ
リ
ス
ク
の
௿

減
が
最
重
要
՝
題
だ
。
持
続

可
能
な
事
業
ܦ
営
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
ड़
べ
、
ࡾ

本
క
め
で
క
め
く
く
っ
た
。

者
の
੹
め
に
帰
す
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
大
き

な
໰
題
で
あ
る
」
と
し

た
。ま

た
、
料
金
改
定
の
理
由

と
し
て
、
道
࿏
の
࿝
ٺ
化
対

ࡦ
や
ҡ
持
管
理
が
ڍ
げ
ら
れ

て
い
る
఺
に
つ
い
て
も
ݴ

ٴ
。「
各
地
で
࿝
ٺ
化
に
൐

う
改
修
工
事
の
Ө
ڹ
で
ौ
଺

が
ൃ
生
し
て
い
る
」
と
し
、

࿑
ಇ
時
間
୹
ॖ
を
目
的
に
高

速
道
࿏
を
ར
用
し
て
も
、
運

転
時
間
の
୹
ॖ
に
つ
な
が
ら

な
い
場
合
が
あ
る
と
指
ఠ
。

ौ
଺
対
ࡦ
の
必
要
性
を
ૌ
え

た
。
さ
ら
に
、
ट
都
高
速
で

は
ト
イ
レ
な
ど
の
ٳ
ܜ
施
設

が
ݶ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
࿑
ಇ
؀

ڥ
改
善
に
向
け
た
ト
イ
レ
対

ࡦ
の
検
౼
を
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
大
口
・
多
ස

౓
割
引
に
つ
い
て
は
、「
荷

ओ
に
価
格
転
嫁
で
き
る
事
業

者
と
で
き
な
い
事
業
者
が
存

在
す
る
の
が
実
৘
」
と
し
た

上
で
、「
会
һ
事
業
者
の
多

く
が
ट
都
高
速
を
ར
用
し
て

い
る
こ
と
を
౿
ま
え
、
さ
ら

な
る
割
引
制
౓
拡
ॆ
の
検

౼
」を
要
望
し
た
。

貨
物
自
動
ं
な
ど
の
༏
ྑ

運
転
者
を
表
জ
す
る
、
国
౔

ަ
通
大
臣
表
জ
が
行
わ
れ
ま

す
。
東
ト
ڠ
の
各
会
һ
事
業

所
に
お
け
る
֘
当
者
に
つ
い

て
は
、
所
ଐ
ࢧ
部
を
通
じ
て

ఏ
出
期
ݶ
ま
で
に
ਪ
ન
し
て

く
だ
さ
い
。

ừ
ද
জ
ͷ
ൣ
ғ
Ử

事
業
用
自
動
ं
の

運
転
者
と
し
て
運
輸

局
長
の
表
জ
を
受

け
、
２
年
以
上
ܦ
ա

し
た
模
ൣ
者
で
、
10

月
１
日（
ج
४
日
）

に
お
い
て
ຬ
ú0
年
以

上
ۈ
続
し
、
年
ྸ
55

ࡀ
以
上
で
੹
೚
事
ނ

が
な
く
、
成
੷
ૢ
行

と
も
༏
秀
で
あ
る
者
。ま
た
、

軽
ඍ
な
も
の
を
ؚ
め
、
ա
ڈ

３
年
以
内
に
ަ
通
違
൓
の
な

い
者

ừ
ද
জ
ظ
೔
Ử10
月（
予
定
）

ừ
ఏ
ग़
ظ
ݶ
Ử３
月
�
日（
月
）

必
ண

ừ
ఏ
ग़
ॻ
ྨ
Ử

ᶃ
ޭ
੷
調
書
、ᶄ
ཤ
歴
書
、

ᶅ
戸
੶
ঞ
本
、
ᶆ
事
業
ओ
の

在
৬
証
明
書
、
ᶇ
事
業
ओ
の

ਪ
ન
書
、
ᶈ
事
業
ओ
の
ແ
事

ނ
証
明
書
、
ᶉ
企
業
の
ن
模

お
よ
び
事
業
֓
況
౳
調
、
ᶊ

局
長
表
জ
の
表
জ
ঢ়
の
コ
ϐ

ー（
ฆ
失
の
場
合
は
添
付
不

要
）、
ᶋ
ແ
事
ނ
ແ
違
൓
証

明
書
、
ᶌ
５
年
間
の
運
転
記

࿥
証
明
書
、
ᶍ
自
ೝ
書（
国

ަ
大
臣
表
জ
ઐ
用
）

˞
ᶋ
ᶌ
は
２
月
１
日
以
降

に
ൃ
行
の
も
の

ừ
ఏ
ग़
෦
਺
Ử

ᶅ
ᶋ
ᶌ
は
正
本
１
通
、
ᶃ

ᶄ
ᶆ
ᶇ
ᶈ
ᶉ
ᶍ
は
原
ଇ
デ

ー
タ（
̬
̾
́
̳
フ
ァ
イ
ル
）

で
ఏ
出（
̖
４
൑
、
ԣ
書
き

ʗ
ཪ
白
、ϫ
ー
プ
ロ
印
࡮
）

˞
ఏ
出
書
ྨ
の
様
式
は
東

ト
ڠ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

ừ
ͦ
ͷ
ଞ
Ử

ᶃ
ۈ
続
期
間
中
に
中
断
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
中
断
期

間
を
除
い
て
、
前
後
を
通
ࢉ

す
る
、
ᶄ
৬
場
の
異
動
が
少

な
く
、
か
つ
ۈ
຿
期
間
の
２

分
の
１
以
上（
ຬ
15
年
以
上
）

を
現
事
業
所
に
ۈ
຿
し
て
い

る
こ
と
、
ᶅ
ਪ
ન
者
は
１
社

に
つ
き
１
人
ま
で

▽
໰
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
総
຿
部
総
຿
・
ࢧ
部
ࢧ
ԉ

（̜
ὸ
0ú
・
３
３
５
９
・
６

２
５
２
）

東
ト
ڠ
ਤ
書
室
は

こ
の
ほ
ど
、
新
た
に

２
タ
イ
ト
ル
の
̙
̫

̙
を
入
荷
し
、
会
һ

事
業
者
を
対
象
に
ແ

料
で
ି
し
出
し
を
行

っ
て
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東
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部
ブ
ロ
ッ
ク
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入
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向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、第
１
・
２

期
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
第
２
期
パ
イ
ロ
ッ
ト

ブ
ロ
ッ
ク（
Ｐ
Ｂ
）を
編
成
す
る
各
支
部
で

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
化
は
、

現
行
の
支
部
の
枠
組
み
を
存
続
さ
せ
た
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で
、会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
均
一
化
を
図

る
の
が
狙
い
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単
独
で
は
実
施
が
難
し
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事
業
に
加
え
、運
転
者
講
習
や
健
康
診
断
な

ど
を
合
同
で
実
施
し
て
い
る
。
こ
う
し
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り
組
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の
一
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と
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て
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和
８
年
も
新

年
賀
詞
交
歓
会
を
合
同
で
開
催
す
る
ブ
ロ

ッ
ク
で
は
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部
間
の
交
流
を
一
層
深
め
て

い
る
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内　　容 助成金額 備　　考

環境性能優良トラック導入補助　※申請締切１月30日まで

天然ガス※トラック
（新規購入またはリース）

小型１台当たり   213,000円

１事業者20台まで
※�電気トラック・燃料電池トラックの導入補
助対象は中小企業者に限る

中型１台当たり   802,000円

※CNGまたはLNG 大型１台当たり 1,000,000円

ハイブリッドトラック
（新規購入またはリース）

小型１台当たり    97,000円

中型１台当たり   335,000円

大型１台当たり   600,000円

電気トラック（新規購入またはリース） 小型１台当たり   600,000円

燃料電池トラック（新規購入またはリース） 小型１台当たり   300,000円

省エネ対策用機器等導入補助　※申請締切２月27日まで

エコドライブ管理システム（EMS）機器 １台当たり 10,000円
EMSとDRを合わせて
１事業者15台までドライブレコーダー（DR）機器

（標準型・運行管理連携型）
１台当たり 10,000円

アイドリングストップ支援機器（蓄熱マット） 購入金額（税抜）の２分の１（上限10,000円） 買い取りのみ
１事業者
５台までアイドリングストップ支援機器

（エアヒータ・車載バッテリー式冷房装置）
購入金額（税抜）の２分の１（上限60,000円） 買い取り

またはリース

環境タイヤ（リトレッドタイヤ） 購入金額（税抜）の２分の１（上限50,000円）
１事業者１申請のみ

買い取りまたはサブスクリプション
（定額利用）サービス　

グリーン・エコプロジェクト（GEP）参加費用補助
※セミナー参加者に東ト協から２月中旬までに

通知予定／申請締切３月６日まで（予定）

全額補助
１台当たり15,000円 [概算] 原則、全車両補助

グリーン・エコプロジェクト（GEP）インセンティブ補助　※申請締切３月６日まで

グリーン経営認証取得促進補助 30,000円 ※２月28日までの取得／新規・更新認証登録時
※都内１事業所のみ

環境性能優良車導入促進補助
①小型／②中型／③大型

１台当たり ①30,000円／②60,000円
／③100,000円

※１月31日までの新規登録／１事業者５台
もしくは300,000円まで

［全ト協取次］ 安全装置等導入促進助成　※申請締切２月27日まで

後方視野確認支援装置（バックアイカメラ） 取得価格の２分の１（上限 20,000円） 東ト協登録車両数（上限30台）まで
取得価格：工賃・税を含まない側方衝突監視警報装置 取得価格の２分の１（上限100,000円）

呼気吹き込み式アルコールインターロック装置 取得価格の２分の１（上限 20,000円）
東ト協独自 1台当たり 上限80,000円 ※1 ※１ �東ト協独自助成は登録車両数

（上限５台）まで

※２ �Gマーク認定事業所が導入する
場合に限る

※３��１事業所１台のみ

IT機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する
携帯型アルコール検知器 取得価格の２分の１（上限 20,000円）※2

「600N･m」以上の締め付け能力を有する大型
車用トルク・レンチ

（ 自立型トルク・レンチ、トルクセッター型 ）インパクトレンチを含む

取得価格の２分の１（上限 30,000円）※3

［全ト協取次］
自動点呼機器・DX導入促進助成
※申請締切２月27日まで

１台当たり　100,000円
東ト協独自 1台当たり 100,000円

1事業者1台まで
（Gマーク認定事業所は２台まで）

中小企業者に限る

運転者適性診断受診助成　※３月受診分まで １人当たり 　　2,000円 初任・適齢診断から選択

運転記録証明書交付料助成　※申請締切２月27日まで １人当たり   上限800円 東ト協登録車両数（上限30人）まで

運行管理者一般講習受講料助成　※申請締切３月13日まで １人当たり 上限3,200円 東ト協登録車両数（上限10人）まで

［全ト協取次］ ドライバー等安全教育訓練促進助成　※申請締切３月30日まで

①一般研修／②特別研修 ①１人当たり 10,000円／②受講料（税
込）の７割（Gマーク認定事業所は全額補助）

特定・指定研修施設での研修を受講
１事業者10人まで

業務部交通・環境Ｇ「環境対策窓口」  ☎03−3359−3617問い合わせ先

グリーン・エコプロジェクト事務局  ☎03-3359-6670問い合わせ先

業務部交通・環境Ｇ  ☎03-3359-3618問い合わせ先

内　　容 助成金額 備　　考

［全ト協取次］若年ドライバー等確保のための運転免許取得支援助成　※申請締切２月28日まで

特例教習 受講費用の３分の１（上限100,000円）
１事業者300,000円まで

外免切替講習 受講費用の２分の１（上限 40,000円）

準中型（新規取得） １人当たり 上限40,000円
＊1・2との併用可能

準中型（5トン限定解除） １人当たり 上限25,000円

女性ドライバー免許取得助成 ＊1　※申請締切１月30日まで

大型（新規取得） 取得価格（税抜）の３分の２（上限267,000円）
１事業者の人数制限はなし

中小企業者に限る中型（新規取得・限定解除） 取得価格（税抜）の３分の２（上限180,000円）

準中型（新規取得・限定解除） 取得価格（税抜）の３分の２（上限267,000円）

男性ドライバー免許取得助成 ＊2　※申請締切１月30日まで

大型・中型・準中型（新規取得） １人当たり 上限50,000円 １事業者５人まで
中小企業者に限る中型・準中型（限定解除） １人当たり 上限30,000円

業界別人材確保強化緊急支援事業（運転免許取得助成）　※申請締切２月28日まで

大型（新規取得）

教習費用（税抜）の２分の１
１事業者の人数制限はなし

中小企業者に限る
＊1・2との併用可能

中型・準中型（新規取得・限定解除）

大型特殊・けん引（新規取得）

健康診断助成（定期健康診断）
※申請締切３月６日まで

１人当たり 2,000円 東ト協登録車両数（上限30人）まで

脳MRI健診助成　※申請締切１月30日まで

（ 40歳以上かつ過去３年に助成を ）受けていないドライバーに限る
１人当たり 10,000円 １事業者の人数制限はなし

中小企業者に限る

「働きやすい職場認証制度」認証取得費用助成　※申請締切２月27日まで

一つ星新規 上限50,000円

一つ星継続 上限40,000円

労務相談申し込み　※実施期間３月31日まで 相談費用は協会負担。就業規則の作成を依頼するなど、相談以外の費用は、申込者負担

［全ト協取次］インターンシップ導入促進支援事業　※実績報告書を３月９日までに提出

受け入れ期間
①３日間／②４日間／③５日間以上

①90,000円／②110,000円
／③130,000円

受け入れ人数にかかわらず１事業者１回のみ
中小企業者に限る

［全ト協取次］ 経営診断・経営改善支援・運賃交渉支援事業　※申込締切２月28日まで

ステップ１　経営診断 費用（税抜）のうち80,000円
（Ｇマーク事業者100,000円）

診断士の交通費 上限50,000円
中小企業者に限るステップ２　経営改善支援 費用（税抜）のうち120,000円

（Ｇマーク事業者130,000円）

ステップ３　運賃交渉支援　※最大４日 費用（税抜）のうち80,000円／１日
（Ｇマーク事業者90,000円／１日）

中小企業大学校講座受講促進助成制度 対象の講座受講料の３分の２ １事業者10件まで
中小企業者に限る

信用保証料の助成
※申請締切　
　持参は２月27日まで（郵送は３月２日消印有効）

支払った必要保証料の２分の１
セーフティネット保証 上限200,000円
激甚災害関連保証 上限400,000円

※対象期間　令和８年2月28日まで

地方近代化基金融資　※申請締切１月30日まで（持参・郵送必着共通）

ポスト新長期等融資 利子補給率 0.6％ ポスト新長期等規制適合車両購入資金

一般融資 利子補給率 0.6％ 施設整備資金等

業務部交通・環境Ｇ  ☎03-3359-6257問い合わせ先

総務部広報・情報Ｇ  ☎03-3359-4134問い合わせ先

業務部教育研修・輸送Ｇ  ☎03-3359-4137問い合わせ先

財務部交付金会計Ｇ  ☎03-3359-4136問い合わせ先

東
ト
協
の
主
な
助
成
・融
資
制
度
一
覧

※
各
種
助
成
・
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資
制
度
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細
に
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て
は
、
東
ト
協
Ｈ
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Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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各
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内
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
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問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
（
令
和
８
年
１
月
25
日
現
在
）

東ト協
ホームページ

※中小企業者とは資本金３億円以下、または従業員数300人以下の企業
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和７年12月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 109 42 31 8 0 14 2 0 0 46 252
関与事故件数 109 33 36 8 0 7 2 0 0 116 311
（前年比） +12 −8 +6 +3 ±0 −15 −5 ±0 ±0 +20 +13

中
型

１当件数 78 46 28 11 0 16 7 1 0 27 214
関与事故件数 74 42 31 11 0 14 7 1 0 79 259
（前年比） +14 +8 +8 +5 ±0 +1 +1 ±0 −1 −12 +24

準
中
型

１当件数 127 85 50 7 4 17 5 0 0 72 367
関与事故件数 136 78 66 7 4 16 4 0 0 194 505
（前年比） −3 −2 −3 −1 −1 −4 −9 ±0 −1 +8 −16

普
通
・
軽

１当件数 397 190 198 39 21 58 23 5 2 164 1,097
関与事故件数 423 179 240 39 21 57 24 5 2 460 1,450
（前年比） −43 −14 +7 ±0 −5 +11 +1 −3 +2 −31 −75

合
計

１当件数 711 363 307 65 25 105 37 6 2 309 1,930
関与事故件数 742 332 373 65 25 94 37 6 2 849 2,525
（前年比） −20 −16 +18 +7 −6 −7 −12 −3 ±0 −15 −54

死
者
数

大型貨物車（１当） 3 1 1 3 0 0 0 0 0 1 9
中型貨物車（１当） 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2
準中型貨物車（１当） 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 3
普通・軽貨物車（１当） 0 1 2 1 0 2 1 0 0 2 9
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たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

◎�夜間は視認性が悪くなることから、道路状況によりハイビ
ームを活用するなどして安全確保を図ること。運行中は緊
張感を保ち、常に周辺の道路状況の把握を怠らないこと。
೔ ࣌ １月５日（月） 23時59分頃発生（晴天）
৔ ॴ 練馬区内（都道・環七通り）
౰ऀࣄ ①歩行者（男性60代死亡）̫ ②事業用準中型貨物車（男性60代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

ঢ় گ

練馬区豊玉北
至 小

茂根

至 野
方

֓ ཁ
事業用準中型貨物車が環七通りを小茂根方向から野方
方向へ、片側２車線の第二通行帯を直進中、左方から右
方へ横断してきた歩行者に気付くのが遅れ衝突したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

事
業
部
大
ࡕ
営
業
所
大
ࡕ
೾

除
チ
ー
フ
）が
、
全
日
本
ަ

通
安
全
ڠ
会（
全
ަ
ڠ
）
ओ

催
の
ަ
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー

ガ
ン
・
一
ൠ
部
門
̗
で
内
ֳ

総
理
大
臣
৆
を
受
৆
し
た
。

受
৆
࡞
඼
は
、「
親
を
見
て

子
供
も
止
ま
る
赤
信
号
」。

表
জ
式
は
１
月
14
日
、
文

京
۠
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
に
て
、
全
ަ
ڠ

ओ
催
に
よ
る
第
ýý
回「
ަ
通

安
全
国
民
運
動
中
ԝ
大
会
」

の
中
で
行
わ
れ
、
高
ࢢ
早
බ

内
ֳ
総
理
大
臣
か
ら
受
৆
者

代
表
に
表
জ
ঢ়
が
授
༩
さ
れ

た
。
大
会
に
は
、
ळ
ࣰ
ٶ
皇

࢚
同
൲
྆
఼
下
が
ご
ྟ
੮
さ

東
ト
ڠ
は

２
月
1Ā
日
、

「
外
国
人
特

定
技
能
制
౓

に
関
す
る
説

明
会
」（
̬
̴

̱
ซ
用
）を

開
催
す
る
。

時
間
は
午
後
２
時
～
３
時
ú0

分
、
会
場
は
東
ト
総
合
会
館

７
֊
大
会
議
室
。
ߨ
師
は
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
ܦ
営
改

善
事
業
部
の
担
当
者
。

内
༰
は
、
ᶃ
特
定
技
能
制

౓
の
֓
要
、
ᶄ
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
の
手
続

き
と
ཹ
意
事
߲
な
ど
Ổ
Ổ
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

東
ト
ڠ
会
һ
事
業
者
の
ܦ

営
者
・
管
理
者
・
人
事
࿑
຿

担
当
者
な
ど
を
対
象
に
開
催

す
る
も
の
で
、
定
һ
は
会
場

受
ߨ
が
１
０
０
人
、
̯
̾
̾

東
ト
ڠ
は
２
月
20
日
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
と
の
ڞ

催
に
よ
り
、
令
和
７

年
౓「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
た
め
の

人
材
֬
保
・
࿑
ಇ
؀

ڥ
改
善
セ
ミ
ナ
ー
」

（
̬
̴
̱
ซ
用
）を

開
催
す
る
。
時
間
は

午
後
１
時
ú0
分
か

ら
３
時
ú0
分
ま

で
。
会
場
は
東
ト

総
合
会
館
４
֊
会

議
室
。
参
加
費
は
ແ
料
。

内
༰
は
、
ᶃ
運
転
者
人
材

な
ど
の
࠾
用
、
ᶄ
人
材
が
定

ண
す
る
た
め
の
࿑
ಇ
؀
ڥ

れ
、
受
৆
の
ӫ
誉
を
た
た
え

ら
れ
た
。

ٶ
࿬
さ
ん
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
で
あ
り
、
ࢠ
ڙ
の
親
で
も

あ
る
立
場
か
ら
、「
自
分
が

親
と
し
て
ަ
通
安
全
の
手
本

を
、
ࢠ
ڙ
に
ࣔ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
浮
か
ん

だ
」と
コ
ϝ
ン
ト
。

同
社
で
は
ަ
通
安
全
׆
動

の
一
؀
と
し
て
、
会
社
һ
か

ら
ަ
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

ຖ
年
ื
っ
て
お
り
、
今
回
10

年
目
の
અ
目
に
内
ֳ
総
理
大

臣
৆
を
受
৆
し
た
。

な
お
、
式
典
に
は
、
同
社

取
క
役
管
理
本
部
長
の
്
Ղ

थ
ࢯ
、
ट
都
ݍ
Τ
リ
ア
事
業

部
ス
ー
パ
ー
バ
イ
β
ー
の
仲

ඌ
߁
ࢯ
が
同
੮
し
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
会

һ
事
業
者
の
ϋ
ナ
ϫ
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト（
്
直
थ
代
表
取

̼
受
ߨ
が
４
０

０
人（
先
ண
ॱ

ʗ
定
һ
に
ୡ
し
次
第
、
受
付

終
ྃ
）。
受
ߨ
料
は
ແ
料
。

ਃ
し
込
み
は
ࠨ
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
東
ト
ڠ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
セ
ミ
ナ
ー
৘

ใ
ܝ
ࡌ
の
開
催
Ҋ
内「
ਃ
込

フ
Ỽ
ー
ム
」か
ら
。

▽
໰
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
業
຿
部
ަ
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

0ú
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

の
੔
備
、
ᶅ
人
材
֬
保
・
定

ண
、
ಇ
き
方
改
ֵ
な
ど
に
対

す
る
ॿ
成
金
、ᶆ
人
材
࠾
用
、

定
ண
、
法
令
׆
用
に
お
け
る

̖
̞
׆
用
Ổ
Ổ
に
つ
い
て
説

明
。
ߨ
師
は
コ
Ϡ
マ
ܦ
営
の

小
山
խ
ܟ
代
表
取
క
役
。

定
һ
は
会
場
で
の
受
ߨ
が

40
人（
１
社
１
人
を
༏
先
）、

̯
̾
̾
̼
で
の
受
ߨ
が
４
０

０
人（
先
ண
ॱ
ʗ
定
һ
に
ୡ

し
次
第
、受
付
終
ྃ
）。

ਃ
し
込
み
は
、
ࠨ
記
の
二

次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
東
ト
ڠ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
セ
ミ
ナ
ー

৘
ใ
ܝ
ࡌ
の
開
催
Ҋ
内
か
ら
。

▽
໰
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
総
຿
部
޿
ใ・৘
ใ
（̜
ὸ

0ú
・
３
３
５
９
・
４
１
３
４
）

క
役
社
長
・
中
ԝ
ࢧ
部
）に

所
ଐ
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ٶ

࿬
຿
さ
ん（
੢
日
本
Τ
リ
ア

;PPNडߨ
ೋ࣍ݩίʔυ

;PPNडߨ
ೋ࣍ݩίʔυ会৔डߨ

ೋ࣍ݩίʔυ

会৔डߨ
ೋ࣍ݩίʔυ

಺ֳ૯ཧେਉ৆Λड৆͠たٶ࿬຿͞んᶾͱɺ
്Ղथ本部௕᷀ɺ஥ඌ߁εʔύʔόΠβʔ᷁

શ
交
協

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

ਓ
ࡐ
֬
อ
ɾ
࿑
ಇ
؀
ڥ

վ
ળ
η
ϛ
φ
ー
東
ト
協

શ
ト
協

݄̎2�೔։࠵

２
月
1�
日
開
催

૯
理
大
ਉ
৆
ʹ
ٶ
࿬
͞
Μ

ϋ
φ
ϫ

ト
ϥ
ϯ
ε

ϙ
ồ
ト

ਓಛఆٕೳ੍౓ࠃ֎
ʹؔ͢Δઆ໌会 ౦ト協
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˔
౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、
東
京
都
の
小
池
ඦ
合
ࢠ

知
事
に
よ
る
令
和
８
年
౓
予

ࢉ
に
関
す
る
要
望
ώ
ア
リ
ン

グ
で「
東
京
都
へ
の
特
別
要

望
」を
ఏ
出
す
る（
３
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
東
京
都
水
道

局
か
ら
の
要
੥
を
受
け
、
港

ࢧ
部
か
ら
会
һ
事
業
者
の
４

㌧
ト
ラ
ッ
ク
２
台
が
出
動

し
、
港
۠
の
東
海
ؿ
ધ
ࣳ
Ӝ

営
業
所
か
ら
都
水
道
局
ࣳ
څ

水
所
ま
で
、
八
ৎ
島
で
使
用

し
た
૊
み
立
て
式
仮
設
水
૧

を
輸
送
す
る（
３
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
令
和
７
年
౓

「
ࣇ
ಐ
絵
画
࡞
඼
コ
ン
テ
ス

ト
બ
考
小
ҕ
һ
会
」
を
開
催

し
、今
年
౓
の「ứ
10
ʗ
９
ト

ラ
ッ
ク
の
日
Ừ
ࣇ
ಐ
絵
画
࡞

඼
コ
ン
テ
ス
ト
」
最
༏
秀
৆

を
は
じ
め
、
各
入
৆
࡞
඼
を

ܾ
定
す
る（
５
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
令
和
７
年
౓

第
３
回
理
事
会（
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
催
し
、
会
長
ީ
ิ

者
の
બ
出
・
管
理
ҕ
һ
会
の

設
置
な
ど
を
ܾ
定
す
る
。
水

野
会
長
が
、
あ
い
さ
つ
の
中

で
次
期
会
長
ީ
ิ
と
し
て
、

立
ީ
ิ
を
表
明
す
る（
11
日
）

˔
શ
೔
ຊ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、
２
０
２
５
年
౓「
引
越

事
業
者
༏
ྑ
ೝ
定
制
౓
」（
引

越
安
心
マ
ー
ク
）で
新
ن
・

ߋ
新
を
合
わ
せ
て
42
の
ೝ

定
事
業
者（
１
２
７
事
業
所
）

を
ൃ
表
す
る（
1þ
日
）

˔
౦
τ
ڠ
ӡ
༌
҆
શ
ҕ
һ

ձ
、
会
һ
事
業
者
に
対
し
、

「
ԣ
断
า
道
内
の
า
行
者
౳

保
ޢ
と
ج
本
的
な
安
全
֬
ೝ

の
ప
ఈ
に
つ
い
て
」
の
文
書

を
ൃ
出
す
る（
1ÿ
日
）

˔
ܯ
ࢹ
ி
、
東
ト
ڠ
に
対

し
、「
年
末
に
向
け
た
ަ
通

事
ނ
཈
ࢭ
対
ࡦ
の
周
知
・
ప

ఈ
の
お
願
い
」
の
文
書
を
ൃ

出
す
る（
1ÿ
日
）

˔
શ
τ
ڠ
、
２
０
２
５
年

౓「
貨
物
自
動
ं
運
送
事
業

安
全
性
ධ
価
事
業
」（
̜
マ
ー

ク
制
౓
）の
ධ
価
を
ܾ
定
・

ެ
表
す
る
。今
年
౓
は
新
・ن

ߋ
新
を
合
わ
せ
て
７
２
２
７

事
業
所（
事
業
者
数
４
７
０

８
社
）を
ೝ
定
す
る（
1ÿ
日
）

˔
ࣗ
༝
ຽ
ओ
ౘ
ͱ
೔
ຊ
ҡ

৽
ͷ
ձ
、
令
和
８
年
౓「
੫

制
改
正
大
ߝ
」
を
ܾ
定
す
る

（
1Ā
日
）

˔
ࠃ
౔
ަ
௨
ল
、
令
和
７

年
10
～
11
月
に
実
施
し
た
ト

ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
ϝ
ン
に
よ

る「
ू
中
؂
視
月
間
」
の
結

Ռ
と
し
て
、
貨
物
自
動
ं
運

送
事
業
法
に
ج
ͮ
く「
ק
ࠂ
」

１
件
を
行
っ
た
と
ൃ
表
す
る

（
2ú
日
）

˔
શ
τ
ڠ
、
国
ަ
ল
の
۹

掛
හ
෉
道
࿏
局
長
に
対
し
、

特
घ
ं
྆
通
行
制
౓
に
関
し

て
要
望
す
る（
24
日
）

˔
ट
౎
ߴ
଎
ಓ
࿏
、
全
ं

平
ۉ
の
改
定
཰
を
８
・
１
％

上
ঢ
と
す
る
、
10
月
か
ら
の

料
金
改
定
Ҋ
を
ެ
表
す
る

（
24
日
）

˔
౦
τ
ڠ
ӡ
༌
҆
શ
ҕ
һ

ձ
、
会
һ
関
༩
の
ަ
通
ࢮ
ই

事
ނ
減
少
を
祈
願
し
た
だ
る

ま
の
目
入
れ
式
を
ࣥ
り
行
う

（
2ý
日
）

˔
ؔ
౦
ӡ
༌
ہ
、
東
ト
ڠ

に
対
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
に
対
す
る
ҿ
酒
運
転
๷
ࢭ

の
ప
ఈ
に
つ
い
て
」
を
要
੥

す
る（
2ý
日
）

国
ަ
ল
物

流
・
自
動
ं
局

は
昨
年
12
月
2ý

日
、
令
和
７
年

10
月
の
୐
഑
ศ

の
再
഑
ୡ
཰
が

約
８
・
３
％
に

な
っ
た
と
ެ
表

し
た
。
前
年
同

月（
９
・
０
％
）

か
ら
約
０
・
７

減
に
向
け
た
取
り
૊
み
の
成

Ռ
と
し
て
い
る
。

地
Ҭ
別
に
み
る
と
、
都
ࢢ

部
は
９
・
５
％
（
前
年
同
月

10
・
１
％
）、
都
ࢢ
部
近
߫

は
７
・
７
％
（
同
８
・
４
％
）

と
、
い
ず
れ
の
۠
分
で
も
前

年
を
下
回
っ
た
。
10
月
の
調

査
で
は
、
大
手
事
業
者
６
社

合
計
で
約
３
４
１
万
ݸ
の
୐

東
京
運
輸
ࢧ
局
は
２
月
12

日
、
令
和
７
年
౓「
੔
備
管

理
者（
બ
೚
後
）研
修
」を
ิ

ߨ
開
催
す
る
。
今
年
౓
中
に

受
ߨ
が
必
要
な
東
ト
ڠ
会
һ

事
業
者
に
所
ଐ
す
る
੔
備
管

理
者
を
対
象
に
実
施
す
る
。

開
催
日
時
は
２
月
12
日
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
会

場
は
小
金
井
ٶ
地
ָ
ث
ホ
ー

ル（
小
金
井
ࢢ
本
町
６
の
14

の
45
）。
஗
ࠁ
・
早
ୀ
は
ೝ

め
ら
れ
な
い
。

受
ߨ
対
象
者
は
、
ᶃ
７
年

౓
中
に
新
た
に
੔
備
管
理
者

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
は
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
が
荷
ओ

や
取
引
先
な
ど
か
ら

受
け
る
、
不
当
な
要
求
や
๫

ݴ
と
い
っ
た
カ
ス
タ
マ
ー
ϋ

ラ
ス
ϝ
ン
ト

へ
の
理
解
を

ਂ
め
、
ద
੾

な
対
Ԡ
を
ଅ

す
た
め
の
ܒ

ൃ
動
画
と
ポ

ス
タ
ー（
写

真
）を
ެ
開

഑
ศ
の
う
ち
、
再
഑
ୡ
は
約

2ÿ
万
ݸ
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、
大
手
୐
഑
事
業
者

３
社
に
よ
る「
୐
഑
ศ
会
һ

α
ー
ビ
ス
」
の
ར
用
཰
も
拡

大
し
て
い
る
。
７
年
９
月
時

఺
の
ར
用
཰
は
ú4・９
％
で
、

調
査
開
始
時（
同
年
２
月
）

の
ú4
・
５
％
か
ら
０
・
４
⻲

上
ঢ
。
ア
ク
テ
ィ
ϒ（
日
常

に
બ
೚
さ
れ
た
者（
来
年
౓

末
ま
で
に
受
ߨ
ٛ
຿
が
あ
る

者
）、
ᶄ
੔
備
管
理
者
と
し

て
બ
೚
さ
れ
て
い
る
が
、６

年
౓
中
に
当
֘
研
修
を
受
ߨ

し
て
い
な
い
者
の
い
ず
れ
か

に
֘
当
す
る
者
。
受
ߨ
ٛ
຿

（
２
年
に
１
回
・
ִ

年
）の
な
い
者
や
ิ

ॿ
者
な
ど
の
受
ߨ
は

で
き
な
い
。

ਃ
し
込
み
は
、
東

ト
ڠ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
̝
Ｐ
）セ
ミ
ナ

ー
৘
ใ
の
開
催
Ҋ
内

（
会
һ
ઐ
用
ペ
ー
ジ
）

に
あ
る「
予
約
ਃ
し

し
た
。

近
年
、
現

場
で
の
理
不
ਚ
な
ݴ
動
が
໰

題
と
な
る
中
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
就
業
؀
ڥ
を
守
る
こ
と
を

目
的
に
制
࡞
し
た
も
の
で
、

カ
ス
ϋ
ラ
の
具
体
例
や
対
Ԡ

の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す

使
用
の
）
会
һ
数
は
約
３
５

０
０
万
人
近
く
に
ୡ
し
て
い

る
。国

ަ
ল
は
、
昨
年
11
月
に

取
り
ま
と
め
た「
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
഑
送
の
ޮ
཰
化
౳
に
向

け
た
検
౼
会
」
の
ఏ
ݴ
も
౿

ま
え
、
今
後
も
再
഑
ୡ
࡟
減

と
഑
送
の
ޮ
཰
化
に
向
け
た

施
ࡦ
を
進
め
る
方
਑
だ
。

込
み
フ
Ỽ
ー
ム
」
か
ら
の
事

前
予
約
制
で
、
క
め
੾
り
は

２
月
６
日
午
後
５
時
ú0
分
ま

で（
定
һ
に
ୡ
し
次
第
、
受

付
を
終
ྃ
）。
ి
話
や
̛
̖

Ｘ
で
の
ਃ
し
込
み
は
受
け
付

け
な
い
。

当
日
は
、
ච
記
用
具
、
੔

備
管
理
者
研
修
手
ா（
未
所

持
者
に
は
修
ྃ
証
を
ަ
付
）、

テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０
ԁ
、

な
ら
び
に
予
約
完
ྃ
通
知
ϝ

ー
ル
を
印
࡮
し
た
も
の
を
持

参
す
る
こ
と
。

ৄ
細
は
、
東
ト
ڠ
̝
Ｐ
を

参
照
。

▽
໰
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
業
຿
部
ަ
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

0ú
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

く
解
説
し
て
い
る
。
動
画
は

本
ฤ
の
ほ
か
シ
ョ
ー
ト
ฤ
も

あ
り
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

と
合
わ
せ
て
全
ト
ڠ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
Ӿ
ཡ
・
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
。

全
ト
ڠ
は
各
事
業
者
に
対

し
、
動
画
視
ௌ
や
ポ
ス
タ
ー

ܝ
ࣔ
な
ど
積
ۃ

的
に
׆
用
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
を

守
る
৬
場
ͮ
く

り
に
役
立
て
る

よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
。

国
౔
ަ
通
ল
は
１

月
７
日
、「
大
型
ं

の
ं
ྠ
୤
མ
事
ނ
๷

ࢭ
に
܎
る
令
和
７
年

౓
ۓ
ٸ
対
ࡦ
の
実

施
」
に
つ
い
て
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

な
ど
自
動
ं
関
܎
ஂ

体
に
対
し
再
周
知
を

行
い
、
事
ނ
๷
ࢭ
対

ࡦ
に
積
ۃ
的
に
取
り

૊
む
よ
う
求
め
た
。

昨
年
９
月
の
通
ୡ
に

者
、
運
転
者
、
タ
イ
Ϡ
୤
ண

࡞
業
者
へ
の
周
知
ప
ఈ
を
求

め
て
い
る
。

੔
備
管
理
者
お
よ
び
ิ
ॿ

者
に
対
し
て
は
、
ᶃ
࡞
業
時

間
に
༨
༟
を
持
っ
た
計
画
的

な
タ
イ
Ϡ
୤
ண
࡞
業
の
実
施

を
は
じ
め
、
降
ઇ
地
Ҭ
を
運

行
す
る
ं
྆
が
あ
る
場
合
に

は
、
積
ઇ
予
ใ
時
に
ٸ
な
ަ

׵
と
な
ら
な
い
よ
う
े
分
഑

ྀ
す
る
、
ᶄ
自
社
内
で
タ
イ

Ϡ
୤
ண
࡞
業
を
行
う
際
は
、

正
し
い
知
識
を
有
し
た
者
が

実
施
す
る
、
ᶅ
さ
び
が
ஶ
し

い
デ
ィ
ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル
な

ど
異
ঢ়
の
あ
る
場
合
は
使
用

せ
ず
ަ
׵
す
る
、
ᶆ
ं
ྠ
୤

མ
事
ނ
の
多
い
ࠨ
ଆ
後
ྠ
を

重
఺
的
に
఺
検
す
る
、
ᶇ
積

ઇ
地
Ҭ
や
未
ฮ
装
࿏
を
૸
行

す
る
ं
྆
に
つ
い
て
、
よ
り

࡞
業
者
に
指
ಋ
す
る
、
ᶄ
必

ず
帰
庫
時
に
ト
ル
ク
・
レ
ン

チ
を
使
用
し
て
ن
定
の
ト
ル

ク
で
క
め
付
け
る
、
ᶅ
ト
ル

ク
・
レ
ン
チ
は
ߍ
正
が
必
要

な
こ
と
に
ཹ
意
す
る
な
ど
、

積
ۃ
的
に
取
り
૊
む
よ
う
周

知
ప
ఈ
を
ਤ
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、୤
ண
࡞
業
時
に
は「
タ

イ
Ϡ
୤
ண
࡞
業
管
理
表
」
や

「
日
常
఺
検
表
」
の
׆
用
も

求
め
た
。

事
ނ
ं
྆
の
多
く
で
、
タ

イ
Ϡ
୤
ண
࡞
業
時
の
ϫ
ッ
シ

ャ
ー
付
き
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
の
఺
検
・
清
૟
や
各
部
Ґ

へ
の
५
׈
ࡎ
の
ృ
布
を
は

じ
め
、
ద
੾
な
タ
イ
Ϡ
୤
ண

࡞
業
や
୤
ண
後
の
増
し
క
め

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
な
ど

の
໰
題
఺
が
֬
ೝ
さ
れ
て
い

る
。
例
年
、
ं
ྠ
୤
མ
事
ނ

は
ౙ
用
タ
イ
Ϡ
へ
の
ަ
׵
か

ら
１
～
２
か
月
後
に
多
ൃ

し
、
積
ઇ
予
ใ
直
後
に
ަ
׵

࡞
業
が
ू
中
す
る
こ
と
で
、

࡞
業
ミ
ス
が
生
じ
や
す
い
傾

向
に
あ
る
。

な
お
、
同
ল
は
昨
年
10
月

か
ら
今
年
２
月
に
か
け
て
、

全
国
で「
大
型
ं
の
ं
ྠ
୤

མ
事
ނ
๷
ࢭ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
展
開
し
て
い
る
。

東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会

は
２
月
2ÿ

日
、
東
京
運

輸
ࢧ
局
と
ϒ

リ
ξ
ス
ト
ン

タ
イ
Ϡ
α
ー

ビ
ス
東
日
本

の
ڠ
力
に
よ

り
、「
大
型
ं
の
ं
ྠ
୤
མ

事
ނ
๷
ࢭ
研
修
会
」
を
開
催

す
る
。「
大
型
ं
の
ं
ྠ
୤

མ
事
ނ
๷
ࢭ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」（
令
和
７
年
10
月
～
８
年

２
月
）の
事
ނ
๾
໓
に
向
け

た
取
り
૊
み
の
一
؀
と
し

て
、
運
行
管
理
者
、
੔
備
管

理
者
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
を

対
象
に
、
࠲
学
と
実
श
ܗ
式

で
行
う
。

研
修
は
午
前
の
部（
午
前

10
時
～
正
午
）と
午
後
の
部

（
午
後
２
時
～
４
時
）の
２

回
実
施
し
、
内
༰
は
い
ず
れ

も
同
じ
。
会
場
は
、
東
運
ࢧ

局
ଧ
ࠁ
上
屋（
඼
川
۠
東
大

井
１
の
12
の
1þ
）。

受
ߨ
料
は
ແ
料
。
定
һ
は

午
前
・
午
後
の
部
と
も
各

20
人（
１
社
１
人
ま
で
ʗ

先
ண
ॱ
、
定
һ
に
ୡ
し
次
第

受
付
終
ྃ
）。

ߨ
師
は
、
東
運
ࢧ
局
ट
੮

陸
運
技
術
ઐ
門
׭
と
、
ϒ
リ

ξ
ス
ト
ン
タ
イ
Ϡ
α
ー
ビ
ス

東
日
本
の
技
術
者
を
予
定
。

ਃ
し
込
み
は
、
東
ト
ڠ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
ਃ
込
フ
Ỽ

ー
ム
」
か
ら
ਃ
し
込
む
。
ਃ

込
期
ݶ
は
２
月
20
日
ま
で
。

▽
໰
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
業
຿
部
ަ
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

0ú
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

続
く
要
੥
で
、
ґ
然
と
し
て

自
社
で
タ
イ
Ϡ
୤
ண
࡞
業
を

行
っ
た
大
型
ं
に
よ
る
ं
ྠ

୤
མ
事
ނ
が
多
い
こ
と
を
౿

ま
え
た
も
の
だ
。

同
ল
は
、
ܒ
ൃ
チ
ラ
シ

「
お・と・さ・な・い
」（
写
真
）

に
ج
ͮ
く
事
ނ
๷
ࢭ
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、
੔
備
管
理

入
念
に
఺
検

す
る
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

ま
た
、
増

し
క
め
を
や

む
を
得
ず
ं

ࡌ
工
具
で
行

う
場
合
は
、

ᶃ
実
施
方
法

を
運
転
者
や

タ
イ
Ϡ
୤
ண

⻲
௿
下
し
、昨
年
４
月（
８
・

４
％
）と
比
べ
て
も
約
０
・

１
⻲
改
善
し
た
。
̚
̘
ࢢ
場

の
拡
大
で
୐
഑
ศ
取
ѻ
ݸ
数

が
増
加
す
る
中
、
再
഑
ୡ
࡟

˖��݄෼˖
ྩ࿨̓೥

２
月
28
日
開
催

２
月
12
日
開
催

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
へ

「７年度緊急対策」国交省

国
交
省

全ト協

冬
用
タ
イ
ヤ
の
交
換
時

正
し
い
脱
着
作
業
徹
底
を

宅配便再配達率８.３％
会員サービスで効率化へ

カスハラ対策で
啓発動画を公開

座
学
・
実
習
で
事
故
防
止
図
る

東ト協会員対象に補講

大型車の車輪脱落
事故防止研修会

東
運
支
局

東
ト
協

ド
ラ
イ
バ
ー
守
る
職
場
へ

東
運
支
局

整
備
管
理
者（
選
任
後
）研
修
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午
年
に
ち
な

み
、
勢
い
の
あ

る
景
気
好
転
が

待
た
れ
る
が
、

そ
れ
は
ま
だ
望

み
薄
ら
し
い
。
緩
や
か
な

回
復
傾
向
と
の
見
立
て
が

多
い
よ
う
だ
◆
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
の
景
気
見
通
し

調
査
に
よ
れ
ば
、「
踊
り

場
局
面
」
と
す
る
企
業
が

引
き
続
き
４
割
以
上
と
最

も
多
い
。
た
だ
「
悪
化
局

面
」
は
２
割
を
割
り
込
む

一
方
、「
回
復
局
面
」
が

や
や
増
え
１
割
台
に
乗
っ

た
。
持
ち
直
し
傾
向
の
よ

う
だ
◆
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

の
景
況
は
ど
う
か
。
Ｎ
Ｘ

総
合
研
究
所
の
予
測
に
よ

れ
ば
、
今
年
の
営
業
用
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
量
は
０
・
７

％
の
小
幅
増
な
が
ら
、
５

年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ

る
見
込
み
だ
。
予
測
通
り

に
荷
動
き
が
上
向
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
◆
も
っ
と

も
、
国
内
の
総
貨
物
輸
送

量
は
40
億
㌧
の
大
台
を
割

り
込
み
、
中
長
期
的
に
は

減
少
傾
向
。
営
業
用
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
量
も
同
様
で
25

億
㌧
を
下
回
る
。
仮
に
景

気
が
好
転
し
て
も
、
以
前

の
よ
う
な
増
加
は
望
め
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
◆
一
方
で
、
人
件
費

な
ど
運
送
コ
ス
ト
が
増
加

し
、
転
嫁
が
追
い
つ
か
な

い
ほ
ど
だ
。
と
す
れ
ば
、

数
量
拡
大
よ
り
、
取
引
単

価
の
改
善
に
軸
足
を
置
く

べ
き
で
は
な
い
か
。
業
界

で
淘
汰
の
様
相
が
強
ま
る

中
で
、
ま
ず
は
収
益
性
を

改
善
し
、
今
後
に
備
え
る

必
要
が
あ
る
。

し
た
。
東
京
駅
を
設

計
し
た
辰
野
金
吾
に

よ
る
建
物
は
、
国
の
重
要
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ビ

ル
が
立
ち
並
ぶ
日
本
橋
の
街
並

み
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
重
厚

な
存
在
感
を
放
っ
て
い
ま
す
。

入
館
前
は
、
空
港
さ
な
が
ら

の
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ

ェ
ッ
ク
が
あ
り
、
身
分
証
が
な

い
と
入
れ
ま
せ
ん
。
館
内
の
造

り
も
古
典
様
式
の
さ
ま
ざ
ま
な

装
飾
が
随
所
に
施
さ
れ
、
明
治

時
代
の
最
先
端
の
技
術
と
雰
囲

気
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
関
東
大
震
災
で
の
被
災
が

な
く
、
創
建
当
初（
１
８
９
６

年
）の
姿
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残

す
地
下
金
庫
で
は
、
日
本
の
通

貨
が
い
か
に
厳
格
に
管
理
さ
れ

て
き
た
か
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
こ
が
日
本
の
お
金
の
中
枢
で

あ
る
こ
と
を
、
肌
で
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

見
学
の
最
後
に
は
、
役
目
を

終
え
た
紙
幣
の
裁
断
片
を
記
念

に
受
け
取
り
ま
し
た
。
新
年
の

始
ま
り
に
、お
金
と
の
向
き
合
い

方
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
通
貨
を
支
え
る
中
枢
へ

日本銀行本店
住　所：中央区日本橋本石町2-1-1
　　　　（東京メトロ半蔵門線・銀座線三越前駅下車徒歩1～ 2分）
見学日：月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
入館料：無料、要予約（予約サイトからのみ）

相
変
わ
ら
ず
中
身
の
心
も
と

な
い
、
軽
量
級
の
財
布
を
バ
ッ

グ
に
入
れ
、
事
前
予
約
制
の
日

本
銀
行
本
店
の
ガ
イ
ド
解
説
付

き
見
学
ツ
ア
ー
に
足
を
運
び
ま 日本銀行本店

の
通
り
強
烈
な
に
お
い
で
す

が
、
帰
り
道
に
食
べ
ら
れ
る

と
こ
ろ
は
な
い
か
、
思
わ
ず

検
索
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
分
の
嗅
覚
が
お
か
し
い
の

で
し
ょ
う
か
。

「
偉
人
に
ま
つ
わ
る
に
お

い
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
古

い
文
献
を
参
考
に
、
歴
史
上

の
人
物
に
ま
つ
わ
る
香
り
を

再
現
し
て
い
ま
す
。
織
田
信

長
は
伽き

ゃ

羅ら

、
豊
臣
秀
吉
は
沈じ

ん

香こ
う

を
好
ん
で
い
た
そ
う
で
、

魔
除
け
や
身
を
清
め
る
た
め

に
香
り
を
ま
と
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

全
体
を
通
し
て
、「
こ
の

に
お
い
、
ど
こ
か
で
嗅
い
だ

覚
え
が
あ
る
」
と
感
じ
る
不

思
議
な
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
２
月
１
日
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
で
開
催
中
の「
に
お
い

展
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
＋
」
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
日
常
で
は
な
か

な
か
嗅
ぐ
機
会
の
な
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
に
お
い
を
体
験
で

き
ま
す
。

ま
ず
、
入
り
口
近
く
に
は

「
動
物
が
天
然
に
出
す
に
お

い
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
ビ
ー
バ
ー
か
ら
得
ら

れ
る「
海か

い

狸り

香こ
う

」、ジ
ャ
コ
ウ

ネ
コ
か
ら
得
ら
れ
る「
霊れ

い

猫び
ょ
う

香こ
う

」、そ
し

て
香
水
で

も
人
気
の

高
い
、
ジ

ャ
コ
ウ
ジ
カ
か
ら
得
ら
れ
る

「
ム
ス
ク（
麝じ

ゃ

香こ
う

）」
の
原
料

を
嗅
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

動
物
由
来
だ
け
に
獣
の
臭
さ

が
あ
り
、
正
露
丸
が
少

し
頭
に
浮
か
び
ま
し
た

が
、「
こ
れ
っ
て
意
外
と
い
い

に
お
い
か
も
？
」
と
感

じ
、
結
局
２
～
３
回
嗅

い
で
し
ま
い
ま
し
た
。

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
か
ら

取
れ
る「
龍り

ゅ
う
ぜ
ん
こ
う

涎
香
」は
、

陸
上
生
物
と
は
ち
ょ
っ
と
異

な
り
、
ど
こ
か
海
を
感
じ
さ

せ
る
香
り
で
し
た
。

び
っ
く
り
し
た
の
が
、
ラ

ク
ダ
の
よ
だ
れ
で
す
。
威
嚇

や
求
愛
の
際
に
分
泌
さ
れ
る

そ
う
で
す
が
、い
わ
ゆ
る〝
獣

臭
〟が
特
に
き
つ
い
。
髪
を

青
く
染
め
た
パ
ン
ク
風
の
女

性
が
ロ
リ
ー
タ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
友
人
と
訪
れ
て
い
て
、

嗅
い
だ
瞬
間
に「
オ
ェ
ー
、

臭
え
」
と
え
ず
き
な
が
ら
大

爆
笑
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
世
界
一
臭
い
食

べ
物
と
し
て
知
ら
れ
る
ニ
シ

ン
の
缶
詰「
シ
ュ
ー
ル
ス
ト

レ
ミ
ン
グ
」（
写
真
）に
も
挑

戦
。
魚
屋
の
ゴ
ミ
箱
を
思
わ

せ
る
に
お
い
に
一
瞬
顔
を
し

か
め
ま
し
た
が
、「
実
は
酒

が
進
む
の
で
は
？
」
と
思
い

直
し
た
ほ
か
、
中
華
料
理
に

出
て
く
る
臭
豆
腐
も
、
名
前
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「ラクダのよだれ」嗅いだらびっくり

東
京
・
上
野
の
東
叡
山
寛
永
寺（
天

台
宗
別
格
大
本
山
）に「
双
龍
」
が
飛

来
し
た
。
八
方
に
ら
み
の
双
龍
は

「
叡え

い

嶽が
く

双そ
う

龍り
ゅ
う」
と
名
付
け
ら
れ
、
根
本

中
堂
内
陣
の
天
井
を
飾
っ
て
い
る
。

天
井
画
に
龍
が
描
か
れ
、
国
宝
や

重
要
文
化
財
級
の
有
名
な
も
の
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
寺
院
は
各
地
に

あ
る
が
、
双
龍
が
描
か
れ
て
い
る
も

の
と
な
る
と
、
京
都
の
建
仁
寺
し
か

思
い
浮
か
ば
な
い
。
ど
の
よ
う
な
龍

の
姿
が
見
ら
れ
る
の
か
と
気
分
が
膨

ら
み
、
初
詣
気
分
で
早
速
上
野
の
山

へ
足
を
運
ん
だ
。

寛
永
寺
は
「
徳
川
幕
府
の
安
泰
と

万
民
の
平
安
を
祈
願
」
し
、
江
戸
城

の
鬼
門
封
じ
の
た
め
１
６
２
５（
寛

永
２
）
年
に
慈
眼
大
師
天
海
大
僧
正

が
建
立
し
た
天
台
宗
の
寺
院
。
山
号

は
「
東
の
比
叡
山
」
を
意
味
す
る
。

比
叡
山
延
暦
寺
は
平
安
京
を
守
る
鬼

門
封
じ
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の

権
威
と
勢
力
は
次
第
に
高
ま
り
「
延

が
か
っ
た
白
馬
と
な
る
。
名
前
に
は

明
る
く
平
和
な
世
を
願
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、
神
田
明
神
の
「
明
」

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。
神
田

明
神
で
は
、
親
し
み
を
込
め
て
「
あ

か
り
ち
ゃ
ん
」と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

怖
が
り
な
性
格
の
た
め
、「
静
か
に

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
注
意
書

き
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

寺
社
に
は
願
い
事
を
書
い
た
「
絵

馬
」
が
数
多
く
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
源
流
が
「
神
馬
」
だ
。
馬
は
日

本
古
代
か
ら
神
の
乗
り
物
と
し
て
神

聖
視
さ
れ
、
人
々
の
願
い
を
神
に
届

け
る
仲
介
役
を
担
っ
て
き
た
。
願
掛

け
や
成
就
の
お
礼
と
し
て
、
生
き
た

馬
を
神
に
献
上
し
た
の
が
絵
馬
の
由

来
と
な
っ
て
い
る
。

▽
寛
永
寺
の
「
叡
嶽
双
龍
」
の
拝
観

可
能
日
は
、
寛
永
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

釈
迦
堂
を
は
じ
め
と
す
る
伽
藍
は
、

比
叡
山
に
倣
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
不

忍
池
は
比
叡
山
の
麓
に
あ
る
琵
琶
湖

に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
、
琵
琶
湖
の
竹ち

く

生ぶ

島
に
大
弁
才
天（
宝ほ

う

厳ご
ん

寺
）が
あ
る

こ
と
を
模
し
て
、
池
中
に
人
工
島
を

築
き
、
辯べ

ん

天て
ん

堂
が
建
て
ら
れ
た
。
ま

た
、
清き

よ
み
ず水
観
音
堂
は
京
都
・
清
水
寺

を
見
立
て
た
舞
台
造
り
と
な
っ
て
い

る
。双

龍
が
描
か
れ
て
い
る
現
在
の
根

本
中
堂
は
、
１
８
７
９（
明
治
12
）
年

に
埼
玉
・
川
越
の
喜
多
院
の
本
地
堂

を
移
築
し
た
も
の
で
、
元
の
建
物
は

幕
末
の
上
野
戦
争
に
よ
り
焼
失
し
て

い
る
。

双
龍
は
、
寛
永
寺
創
建
４
０
０
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
日
本
画
家
で

東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
の
手
塚
雄

二
画
伯
が
描
き
、
昨
年
完
成
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
の
約
４
０
０
年
前
の

天
井
板
に
直
接
描
画
す
る
と
い
う
試

み
は
、前
代
未
聞
だ
っ
た
と
い
う
。

絡
み
合
っ
た
阿
吽
一
対
の
龍
が
、

6
㍍
×
12
㍍
の
巨
大
な
天
井
板
い
っ

ぱ
い
に
、
天
か
ら
降
り
立
つ
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
。
前
面
に
押
し
出
さ

れ
、
迫
り
来
る
か
の
よ
う
な
龍
の
大

き
な
顔
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
る
。
と

り
わ
け
、
龍
の
大
き
な
顔
が
印
象
的

で
、
拝
観
者
を
強
く
惹
き
つ
け
て
い

た
よ
う
に
思
う
。
阿
龍
の
手
に
は
、

根
本
中
堂
の
本
尊
「
薬
師
瑠
璃
光
如

来
」を
表
す
梵
字「

ベ
イ

」が
記
さ
れ
、

吽
龍
は
願
い
を
か
な
え
る
「
如
意
宝

珠
」
を
握
っ
て
い
る
。
天
井
画
は
、

古
色
を
帯
び
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
時
代
が
積
み
重
ね
て
き
た
美

の
延
長
と
し
て
表
現
さ
れ
、
入
堂
し

て
見
上
げ
て
も
違
和
感
が
な
い
。
そ

れ
は
、
中
国
・
明
代（
室
町
時
代
）の

墨
を
用
い
た
り
、
天
井
の
木
材
に
見

合
う
画
材
な
ど
を
使
用
し
た
り
す
る

な
ど
、
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
か

ら
だ
と
い
う
。
か
つ
て
、
海
外
で
の

古
美
術
修
復
で
物
議
を
醸
し
た
例
を

思
い
出
し
、
日
本
の
美
意
識
と
そ
れ

を
具
現
化
す
る
技
術
力
に
、
改
め
て

感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
龍
の
絵
で
は
爪

の
数
も
気
に
な
る
が
、
叡
嶽
双
龍
は

「
５
爪
」
と
、
令
和
を
象
徴
す
る
姿
と

も
い
え
そ
う
だ
。

双
龍
と
対
面
し
た
後
に
、
今
話
題

の
神
馬
に
会
う
た
め
、
神
田
明
神

へ
行
っ
て
み
た
。
神
田
明
神
に
は

「
明あ

か
り
」
と
名
付
け
ら
れ
た
神
馬
が
い

る
。
２
０
１
０（
平
成
22
）
年
５
月

15
日
に
信
州
佐
久
高
原
で
生
ま
れ
た

牝
の
ポ
ニ
ー
だ（
写
真
㊦
）。「
芦
毛
」

と
い
わ
れ
、
年
を
取
る
ご
と
に
白
毛

暦
寺
が
あ
る
か

ら
都
の
平
安
は

保
た
れ
て
い

る
」
と
ま
で
い

わ
れ
た
。
白
河

法
皇
が
「
意
の

ま
ま
に
な
ら

ぬ
」
と
嘆
い
た

理
由
の
一
つ
に

武
装
し
た
僧

兵
、
い
わ
ゆ
る

「
山
法
師
」
を

擁
し
て
い
た
か

ら
だ
。

東
の
比
叡
山

と
称
さ
れ
た
寛

永
寺
の
根
本
中

堂
、
山
王
社
、

寛永寺根本中堂

叡嶽双龍の一部が描かれた
限定御朱印

あかりちゃん

大
き
な
顔
の
迫
力
が
す
ご
い
!!

話
題
の
神
馬
に
も
ご
対
面

上野の山に双龍
を見に行く


